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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　１




　唇に、軽いキスが降ってくる。

　愛していると囁ささやかれながら、何度も何度もキスされて、されているのに、不意にクスリと笑ってしまった。

「──何？」

　訝いぶかしげに、男がキスを止める。

「いや、何でもない」

　邪魔をして済まない、と、綺き麗れいな瞳ひとみが寡黙に告げる。

「もしかして、思い出し笑いってヤツ？」

　ブキミだから、そういうことしてくれるなよ。しかも、コトの最中に。

「ごめん、続けていいよ」

「──ホント、クールに言ってくれるよな」

　興冷めだ、と言わんばかりに、男が全裸の体をはがす。「オレって、つくづく愛されてないよな。久しぶりに会えたってのに、お前、不謹慎にもホドがあるぞ」

　サイドテーブルのタバコに腕を伸ばしながら、男がぼやいた。

「不謹慎とは心外だな。何でもないと言ったのに、やめたのはそっちの勝手だろう。だいたい、夜中に突然わたしのマンションに押しかけてきて──」

「はいはいはいはい、どうせオレが全部悪いんだよ」

　咥くわえたタバコに、火を点つける。「たまに日本に帰ってきた時くらいは、オレからお前に会いに行くべきだと思ったんだよ」

　タバコを咥えたまま、男が続けた。

　薄うす闇やみに浮かぶ赤い光が、口の動きでチラチラ揺れる。

　ベッドでタバコは喫すってくれるなと、もう、何回、言っただろうか。

「実は、再来月ろくがつからの仕事で、少し、楽しみなことがあるんだ」

「お仕事！」

　男は大おお袈げ裟さに肩を竦すくめてみせると、「お前にとって、この世で一番楽しい事だ。オレの誘いを断る口実は、いつもいつもお仕事だもんな」

「からむのは、やめてくれないか」

　子供じみた嫉しつ妬とは、煩わしい。

「──……悪かった」

　謝りながら、男はサイドテーブルに灰皿を探す。

　当たり前のように用意されていない存在はいざらに、男は苦笑混じりにベッドから抜け出すと、灰を落とさないよう慎重に寝室のドアを開けて居間へ行き、応接セットのテーブルから接客用の灰皿持参で戻ってきた。

「ま、しょうがないか。お前の淡白は、今に始まったことじゃなし」

　ベッドには戻らず、ドアの脇わきに立ったまま、男はタバコの残りをのんびりと吹かす。「それにどうせオレたち、すぐにゆっくり会えるんだもんな」

「しかも、三週間もだ」

「いや、移動が長いから、正味十八日間だ。──随分と目減りしちまうもんだな」

「それはね、きみがヨーロッパなんかに住んでるからだよ」

「違う。何度誘っても、日本からヨーロッパに移住してこないお前のせいだ」

「わたしは日本人だ。日本以外で、住めやしない」

「英語もフランス語もペラペラのくせして？」

　タバコを灰皿で揉もみ消して、男がベッドに近寄った。

　カタンと堅い音をたてて、灰皿がサイドテーブルにゆっくり置かれる。

「苦労して、仕事の調整をして、わざわざ三週間も休暇を取って、わたしがきみに会いに行くんだ。何が不満だと言うんだい？」

「不満なんかないよ」

　言いながら、屈かがんで、タバコ臭いキスをした。

　あるとしたら、不安だけだ。

　けれど、言葉にはしない。

　声にした途端、お前は機はたを織るのをやめてしまう。オレが気づかぬふりをしていなければ、こんな関係は、すぐに終わってしまうだろう。

「オレ、愛されてるもんな」

　キスの合間に、囁ささやいた。

　不満なんか、ありはしない……。







　２




「おい七なな瀬せ、お前、来月から沢さわ地じ先生の担当になったんだって？」

　広い社員食堂の片隅で、ひとり静かに三百五十円のアジフライ定食を食べていると、同僚の（といっても所属は違うのだが）成なる川かわ英えい一いちが声をかけてきた。

「なんだ、早いな。もう知ってるのか」

　驚きを装いつつ、七瀬浩ひろ之ゆきはアジフライにガブリと嚙かみついた。

　公示は、遅くて来月のアタマ、早くても今月下旬のはずなのだが、どうせ全社員、既に知っているに違いないのだ。昨日までのゴールデンウィーク、その、充分すぎるインターバルを有効に使って。

　それくらい、これはおいしいネタなのだった。

「聞いたぞ聞いたぞ、今の沢地先生担当の島しま村むらさん、栄転が決まったんだってな」

　興奮気味に頰ほおを赤くして、「平の企画部員から、いきなり北海道支社の営業課課長代理！　すっげーよなー、やっぱり沢地ジンクス健在じゃんか」

　同じくアジフライ定食持参の成川は、浩之の隣に腰を下ろす。

「おい成川、ジンクスジンクスって簡単に言うが、実際はそんな安易な──」

　訂正を試みる浩之の言葉尻をサッと奪って、

「やったな、七瀬！」

　成川は浩之の面前へＶサインを突きつけた。

　とっさに顎あごを引き、

「────何が」

　浩之は、極力、愛想なく、応こたえる。

「決まってるじゃんか。──ってことは、やがて七瀬くんもどこぞへ栄転して、あとは出世街道まっしぐら！」

　成川はご丁寧にも、ピッと立てた人差し指をグンと天井へ突き出すというアクションまで、付け加えてくれた。

　まっしぐら、──ねえ。

「別に、沢地先生の担当になったから、出世するわけじゃないんだぜ」

　浩之はアジフライを箸はしの先でツンツンつつきながら、「前々回の担当の太おお田たさんの場合は、沢地先生のデザインした椅い子すが、スウェーデンのインテリア家具のコンクールで一位を獲とった業績に対してだろ。前回の塩しお沢ざわさんの場合は、沢地先生がここ数年シリーズで出してるファニチャーが、アメリカのホテル王の目にとまって、系列ホテルの新築分すべてにうちの家具が採用になった業績からだろ。今回の島村さんだって──」

「その沢地先生に、新作をつくらせた功績により、だろ？　新たな金かねのなる木を育てたようなもんだもんな。わかってるって、みなまで言うな」

　そこまでわかっていて、どうしてあんなに脳天気な発想ができるってんだよ。

　浩之は横目で成川を眺め、

「──諸先輩方の業績にみあう仕事をしなけりゃ、出世どころか」

　手の平で、チョンと首を切る真ま似ねをして、「はいサヨナラだ」

　成川はアハハと笑って、

「それだけ上司も、七瀬にゃ期待してるってことじゃんか」

　あっけらかんと言う。

「あのなあ、成川」

「俺おれたち同期の中じゃ、七瀬が一番の出世株だって、入社試験の時から思ってたんだぜ。やっぱり俺の目に狂いはなかった」

　成川はまるで、人事部長のようなセリフを吐いて、「俺の眼力の確かさを証明するためにも、ぜったい出世してくれよな」

　浩之の肩をポンポン叩たたいた。







　浩之の勤める『Ｔ企画』は、高層ビルの設計施工から小物インテリアのデザイン及び製造までやってのける、総合インテリア会社である。

　Ｔ企画にはデザイナーという名目のスタッフが七人いるのだが、便宜上そう呼ばれているだけで、彼らの仕事には貴金属や家具のデザインから、一般建築の設計、ビルの設計までもが含まれており、しかも、それを難なくこなしてしまう、とんでもない連中なのであった。

　兵つわもの揃ぞろいのデザイナーたち。中でも傑出しているのが、チーフの肩書をいただいているオールマイティの諸もろ麦むぎ卓たくと、頑かたくななまでにファニチャー専門の、沢地淳あつしの、ふたりである。

　ひとつの会社で多岐にわたる仕事を抱えるとなれば、一番むずかしくて重要なのが、人材管理と人材派遣なのだが、社員全員の今までの実績を個人ファイルでデータとして集中管理しているのが、浩之の所属する集中管理課の仕事で、データをもとに、どの仕事にどの人物を派遣するかを検討するのが、浩之の仕事なのだった。

　その集中管理課の中に、特務というセクションがある。特務に就いている限り、定時に出社の義務がなく、給料もいきなり倍額になり、しかも駐車場不足が深刻な都内のこの会社の、重役しか停められない駐車場へ、重役たちに混じって自分の車を停めることのできるスペースが確保されるという、夢のような（悪夢のような？）特務。

　その特務こそ、沢地御おん大たい担当役なのであった。

「に、したってな」

　コンピューターの端末を叩きながら、浩之は考えていた。

　当年とって弱冠二十五歳の浩之が、沢地の担当役に抜ばつ擢てきされるくらい上司から過分に評価されているのは、実に、実に、光栄なことなのだが、どうしても浩之には早すぎるという印象が拭ぬぐい去れないのだった。

　確かに歴代の担当役たちは続々と出世していったのだが、それ相応に、年齢もいっていたのである。

「一番若い太田さんだって、三十半ば、出てたもんな」

　Ｔ企画は全体的に若い会社である。社長ですら来年やっと四十だという噂うわさで……。かの沢地御大も、とんでもない実績に反して、年齢はやっと三十一である。

　浩之がＴ企画に入社して三年。ただの一度もお目にかかったことのない、沢地淳。

　社長ですらそれなりに、毎日出社してきているのに、社内で唯一、無期限で出社義務のない男。出社しない沢地に合わせて、特務の出社義務も、制限がかなりゆるめられていた。

　七年前、浩之が尊敬してやまない諸麦卓が頼み込んで、どうにかＴ企画に入社してもらったという、いわくつきのデザイナーである。

「さわじ、あつし。独身、出身は神か奈な川がわ──と」

　コンピューターが次々に、偉業のオンパレードのごとき沢地のプロフィールを画面に映し出す。「ポリシーを貫けるだけの仕事をしてるんだ、多少のワガママは、目を瞑つむってもらえるってもんさ」

　それにしても。

　浩之は画面を指で辿たどりながら、首を傾かしげた。

「短いのだと、たった一ケ月か」

　七年前の入社時から沢地の特例は有効で、最初の担当は、便宜上の都合もあって紹介者の諸麦卓が行っていたのだが、特務でもない彼が二年の最長記録保持者で、集中管理課に特務が設置されてからは、最高でも任期が一年に満たない。

「多い年だと、特務が四人も代わってる……」

　しかも、その後の彼らがいちいち出世しているのだから、イヤになる。「それにしたって、代わりすぎだぜ」

　浩之は唸うなって、画面を睨にらみつけた。

　表向きは栄転とはいえ、Ｔ企画の人事異動は飽くまで三月である。どんなに業績を積んでいても、結果として配属に現れるのは、やはり三月であった。

「にもかかわらず、特務に限り、臨時でどんどん配置転換させられるってことは、沢地御大に、なんかヤバイことでもあるのかな」

　会社が、ひとりの人間を沢地のそばに長くいさせたがらないのか、沢地が嫌うのか、はたまたその両方か。

　いや、もしかしたら、沢地自身が、想像以上にとんでもなく気難しい男なのかもしれない。

「筋金入りの人間嫌いだったりしてな」

　入社以来、一度も出社した例ためしのない男なのだ。ありえそうで、怖いではないか。「弱ったぞ。俺はカウンセリングなんか、勉強したことないんだからな」

　浩之は溜ため息いきまじりに腕を組んだ。







「──栄転か左さ遷せんか、それが問題だよな」

　これぞまさしく、運命の別れ道ってやつだ。

　沢地から指定された待ち合わせの喫茶店に向かう地下鉄の中で、浩之はハムレットの心境で呟つぶやいた。

　尤もつとも、今更悩んだところで、状況に変化が起こるわけではないのだが。

　端末の前で画面を見つめ、知らず溜ため息いきを吐いていた浩之に、集中管理課の広ひろ岡おか課長は、あろうことか、

「七瀬くん、きみ、午後の仕事いいからね。今から、沢地先生に会ってきてくれ」

　と、のたまわったのだ。

　心の準備など、まるきり、全然、していなかった浩之は、

「今からですかぁ!?」

　不本意にも、雄お叫たけびを上げてしまったのだった。

「さっき沢地先生から連絡があってね、今日の午後は都合が良いんだそうだ」

　俺はちっとも良くないぞ！

「六月からの仕事を前に、じっくり顔合わせしてくるといい」

「で、ですが課長、俺には今、ここに、やりかけの仕事が……」

「そんなもん、他の奴やつにやらせるから気にするな」

　違う、違うんだー。

　心の叫びも虚しく、浩之は集中管理課全員にエールを送られながら、会社を後にしたのであった。

「特務などというそんな大役、自分には到底、つとまりそうにありません」

　広岡の顔を見るたびに、何度も口を衝ついて出そうになったセリフ。だが、口にした途端、一生、出世の見込みはなくなるであろう。

「つかわれてる身は辛いよな」

　地下鉄のぶ厚いドアのガラスに額を押しつけて、黒革の書類ケースを胸にギュッと抱きしめる。

　背広の胸ポケットには、三つ折りにされた五千円札。

「手土産ぐらい、買ってけよ」

　温情溢あふれる課長が、別れ際にポケットにねじ込んだのである。「いいか、七瀬、くれぐれも、粗相のないようにな」

　──ああ、これでもかと、プレッシャーをかけてくれて。

「頼むみんな、俺に、何も期待しないでくれ……」

　だいたい、手土産を買ってけったって、沢地が甘いものが好きなのか辛いものが好きなのか、それすらわからないのである。──動揺のあまり、そんな初歩的な事すら聞き忘れていた自分が情けない。

「無難なところで、和菓子でもどこかで買おう」

　心に決めて、またしても、溜ため息いき。

「いきなり会えと言われましても、課長、自分は沢地先生の顔すら知らないんですが」

「ま、心配はいらないよ。すぐにわかる」

　やけに確信に満ちて、広岡は言った。「沢地先生は、人間離れした容よう貌ぼうをしてるからね」

「本当はエイリアンで、だから人に姿を見せたがらないんですね」

　言いそうになり、浩之は慌てて口を噤つぐんだ。

「──きっと、腕が三本あるとか、お尻の下に頭があるとか、そういうことなんだぜ」

　窓の外の真っ暗な空間に向かって、こっそり毒づく。

　かなり、ヤケ気味である。

　やがて電車が目的のホームに滑り込んだ。

　浩之は開いたドアから飛び出すようにホームに降りると、教えられた南口めざして、大おお股またに歩き出した。







　駅を出ると、そこは、みごとなまでの住宅街だった。

「コンビニの一軒もないじゃんか」

　浩之は力なく笑って、「手土産、どうしよう……」

　地下鉄に乗る前に買っておけば良かった。

　──なんてマヌケな展開だ。

「今更言っても、後の祭りだ。──それでも、遅刻するよか、マシだよな」

　手ぶらを覚悟で、歩き出す。

　教えられた一方通行の標識のある坂を上って行くと、ほどなくして、指定された喫茶店が見えてきた。喫茶店は、とある高級（そうな）マンションの一階に組み込まれている。

　ふと見ると、坂の曲がり角みっつ先に、ちいさなケーキ屋があった。

　袖そで口ぐちから腕時計を覗のぞくと、指定された時間までまだ少し、ある。

「いいか、この際、ケーキでも」

　しかし、五千円分のケーキなんて、すっごい量にならないか？「──旨うまいケーキ屋であることを祈ろう」

　浩之は可か愛わいらしい木のドアを押し開いて、店内に入った。こんなことでもない限り、決して足を踏み入れることはないであろう、甘やかな空間。

　いかにも好きでケーキを焼いてますという雰囲気がそこかしこに感じられる、小作りながらも仲々好印象の店だった。

「いらっしゃいませ」

　若奥さんらしき女性が、ショーケースの向こうから明るく声をかけてきた。浩之は軽く会釈して、すぐに立ち止まる。

　先客が、低く腰を屈かがめて、熱心にショーケースを覗のぞき込んでいたのだ。

　邪魔しないよう、おとなしく順番待ちをしていると、カニが這はうように、ケーキを物色しながら、ケースに沿って先客が移動する。

　動くたびに、肩まで伸びたまっすぐな髪が、サラサラ揺れた。

　長い髪。

「女の子だったのかな」

　パッと見の印象では、理屈抜きで男だと思ったのだ。だがじっくり見ていると、少年っぽい女性かもしれないという気がしてくる。

「やっぱりイチゴのショートケーキにしておくよ」

　バリトンが店内に広がった。

　男だ。

　すっくと腰を伸ばした男は、浩之に競せるくらいの長身であった。いや、頭がちいさいから、実寸より背が高く見えるのかもしれないが。

「それが一番ブナンだよね」

　バリトンが弾んでいる。

　なんだか、とっても楽しそうだ。

「そうね。ショートケーキなら、極端に好き嫌いが別れたりしないから。でも、もしお嫌いなようだったら、他のと代えましょうよ。その時は遠慮なく持ってきてね」

　ニコニコ笑って、女性が応こたえた。

「そうしてくれると助かるな」

　声だけでなく、話も弾んでいる。

　なるほど、馴な染じみの客なんだ。

　買う物が決まって安心したせいか、浩之の存在を感じて、男が後ろを振り返った。

　──まいったな。これじゃあ、前から見ても、性別に悩みそうだ。

　まるでフランスのファッション雑誌からポンと抜け出てきたような、中性的な顔立ちの、若い男だった。

　真ん中よりやや右寄りでふたつに分けた、肩まで伸びたワンレングスの髪。長髪の男といえば気味の悪いのばかり見ていたから、こんなに綺き麗れいで、サマになっていると、ズバリ、カルチャーショックだった。

　髪も綺麗だけど、瞳ひとみも綺麗だ。なんだかガラス細工みたいだな。

「お客様、何になさいますか？」

　唐突に訊きかれて、浩之はえっ？　と、店員の女性に向き直った。

　彼女は苦笑しながら、

「見み惚とれるのもわかりますけど、ご注文をなさってからにしてくださいね」

　屈託なく言われて、浩之はドッと赤面した。

　もしかすると、さっきの質問は、何度か繰り返されていたのかもしれない。

　かの美青年は、初対面の相手にぶしつけなまでにじっと見られていたにもかかわらず、特に気分を害した風でもなく、クスクスちいさく笑いながら、

「そんなに珍しいですか、この顔」

　浩之に訊いた。

「あ、いえ、そんなんじゃ……」

　あんまり綺麗で、造り物のようで、存在があまりに不思議で、目が離せなかったのだ。

　彼はお金を払うと、ケーキの箱を手に、浩之に会釈して店を出て行った。

　どこの、誰だろう。

　つい、目が追ってしまう。

　あんなに綺麗な造形を、初めて見た。







　待ち合わせのマニュアルどおり、五分前に喫茶店に着く。浩之はドアの数歩手前でひとつ深呼吸すると、自動ドアのタラップを踏んだ。

　大きなガラスの扉が横にスライドして、よくある喫茶店の風景が現れた。

　店内を見回すと、浩之の他に客らしい姿はない。

　浩之はホッとして、ウェイトレスのすすめるまま、眺めの良い窓際の席に、ドアに面して腰を下ろした。

「俺おれみたいなペーペーが、沢地先生より遅れて到着じゃ、カッコつかないもんな」

　手土産の特大のケーキの箱を、ソファーの脇わきに丁寧に置いて、なんとはなしに、坂を見上げる。

　さっきの青年は、どうやらここの住人らしかった。彼がこのマンションに吸い込まれたのを、目の端に捕らえていたのだ。喫茶店でティータイムをするつもりならば、ここに彼の姿がないはずがなく、つまり、おのずと答えはひとつであった。

　オーダーは連れがきてからと断って、浩之はコップの水をがぶりと飲んだ。

　グラスをテーブルに戻そうとした時、ドアが開いた。

　ドキリと心臓がビクついた。

　どんなに人間離れした奇怪な人物が現れるのかと恐れおののいていると、息を切らして、さっきの青年が入ってきた。

　え？

　彼が一歩を踏み入れた瞬間、周囲の空気が、爽さわやかな高原の涼風が吹いたかのように、数度低くなった。──気がした。

　ウソだろ、おい……。

　違う意味で、心臓が鳴る。

　彼は店内をぐるりと見回して、窓辺に浩之を見つけ、あれ？　という表情かおをした。

「もしかして、きみが七瀬くん？」

「あ、は、はい！」

　急いで立ち上がった浩之は、膝ひざをテーブルのふちにしたたかぶつけて、悲鳴を上げた。

「大丈夫かい？」

　沢地は駆け寄って、浩之を覗のぞき込む。

　浩之はこれ以上もなく赤面して、

「だだだ大丈夫です！」

　大声で叫んだ。

　なんてことだ！　なんてことだ！　なんてことだ！

　はやる鼓動を必死になだめつつ、浩之は目の前に座った沢地淳を見た。

　確かに広岡の言ってたとおりだ。沢地はとんでもなく人間離れしている。加えて訂正させていただくとするならば、人当たりが柔らかくて、人間嫌いとか気難しい等などとは、とても考えられなかった。

「いきなり呼び出したりして、済まなかったね。明日からしばらく留守にするんで、仕事を始める前にゆっくり会えるのは、今日くらいしかなかったんだ」

　本当に心底済まなさそうに言われて、浩之は恐縮してしまった。

「とんでもないです。俺、──自分こそ、先程は、ぶしつけにもジロジロ眺めて、申し訳ありませんでした」

　テーブルにくっつくかと、低く頭を下げる浩之に、

「広岡課長が、七瀬は若いがしっかりしていて、行動力も決断力も素晴らしいと誉めていたよ。わたしも七瀬くんには期待している。お互い、力を合わせて良い仕事をしようね」

　沢地が言った。

　浩之はゆっくり顔を上げると、沢地の、ガラス玉のように光る綺き麗れいな瞳ひとみに吸い込まれるように、大きく頷うなずいていた。

　浩之の同意に満足してか、沢地はニッコリ微ほほ笑えむと、

「コーヒーでも飲んでから、上に行こう。わたしの部屋を案内するよ」

　と続けた。

「部屋、ですか？」

　妖よう精せいのような、中性的な沢地。男性だと百も承知しているのに、いきなり自宅なんか案内されては、ちょっとおかしな気分になってしまう。

　こっそり狼ろう狽ばいしている浩之をよそに、沢地は天井を指さすと、

「ここの七階が自宅、兼、仕事場なんだ」

　な、なんだ……。仕事場か。びっくりした。

「ブレンドでいい？」

　訊きかれて、

「ブレンドがいいです」

　即座に応こたえた浩之に、沢地がクスッと笑った。

　笑うと、周囲の空気に溶けてしまいそうだ。

「七瀬くんて、ユニークだね」

「え？」

「とってもユニークだよ」

「そうですか？」

　自分では、そんなことはわからない。

　沢地がオーダーを済ませてしばらくすると、口ひげを生やした、ちょっと偉そうな感じののっぽの男が、トレイにカップを載せて現れた。

「はい、お待たせ、本日のブレンドはブルマンのストレートです」

　えっ？　ブルーマウンテン？──って、メニューに出てた、一杯八百円也なりの？

「へえ、どうりで良い匂においだと思った」

　沢地はくんと鼻をカップに寄せて、「でもマスター、わたしはブレンドの分の料金しか払う気はないよ」

　上目遣いに男を見る。

「こっちも貰もらう気はサラサラないね」

　マスターはウィンクして、カップを置くと、奥へ戻って行った。

「沢地先生は、ここのマスターとも仲が良いんですね」

　尤もつとも、沢地のこの風ふう貌ぼうでは、沢地を嫌う人がいるなんて方が信じられないが。

「七瀬くん、それ、それやめよう」

　いきなり指摘されて、

「は？」

　浩之はキョトンとした。

「沢地先生。先生っての。それは嫌だな、なんか、似合わないよ」

「ですが、社内うちではみんな、先生のこと──」

「やめてくれよ」

　沢地は形の良い眉まゆをしかめて、白い手のひらをせわしなく振った。「先生って呼ばれるの、好きじゃないんだ」

「でしたら、沢地御大ってのはどうですか？」

　浩之が真ま面じ目めな表情かおして提案すると、沢地が噴き出した。

「それはひどい」

　言いながら、コロコロ笑う。

　笑うたびに髪がサラサラと揺れて、まるで誘っているようで……、

「七瀬、くん……？」

　いきなり凍りついたように、沢地が笑いをやめた。

　名前を呼ばれてハタと正気に戻った浩之は、手にした沢地の髪と、沢地の顔とを交互に見つめて、

「え？　あ、あれ」

　慌てて髪を離した。

「そんなに気になるかい？」

　沢地はテーブルに頰ほお杖づえをついて、浩之を見る。

　浩之は仕方なしに、本音をバラした。

「気になります。なんだか、全部が造りものみたいで」

　透けそうに白い肌も、日本人にしては彫りの深い顔も、女の子が溜ため息いきを吐きそうな栗色のサラサラの髪も、それから、ガラス玉のような瞳ひとみ。

「せっかく綺き麗れいな目をしてるから、きっちり真ん中で髪を分けた方がいいんじゃないですか」

　右寄りに分けてあるから、どうしても量の多い左側が顔にかぶさって、時には顔の左半分をすっかり隠してしまう。

　沢地に限って、それはもったいないように思う。

「それに目に髪がかかると、煩わしくないですか？　視力も落ちるそうですし」

「そんなことはないよ」

　軽く応こたえた沢地は、「七瀬くんの言うとおり、こっちは造りものガラス玉だからね」

　子供がおもちゃを見せびらかすように、左目を覆う、垂れる前髪を搔かき上げた。







「初めてのケースだな」

　沢地は心の中で呟つぶやいた。

　昔ながらのつきあいの友人たちは、今更打ち明けるまでもなく、沢地の左目が義眼であることを知っている。敢あえて自分の事情を伝えなければならないのは、仕事に支障をきたさないために、共に仕事をしてゆく特務たんとうの人々に対してだけであった。

　自分の障害を喜んで人前に晒さらす趣味はないが、──何年か前、沢地の義眼を見て、怖いと言って泣き出した子供がいた。目を背けたい人に対してまで不用意に見せるのは本意ではないから、左目を隠すこの前髪は、言わば、沢地なりの世間に対する配慮なのである──事情があってやむを得ずこうなっているのであり、左目を失ったことに後悔してもいないのだから、奇異な物を見るような、忌まわしげな眼まな差ざしに慣れたわけではないけれど、それは仕方のないものと、弁わきまえている。

　だが、幸か不幸か、良識を備えた歴代の特務たちは、こういうデリケートな事柄を自ら口にすることに、ひどく慎重なのだった。引き継ぎの連絡事項のひとつに入れてくれてかまわないと、本人が言っているにもかかわらず、第一級の秘密事項のように、新しい特務は、このことを知らずにやってくる。

　そして、この左目が義眼だと知って、はからずも、多少なりともうろたえなかった特務は、今まで、ひとりたりとていなかったのだ。彼らのひとり残らずが、どう反応したら沢地に対して失礼にならないのか、心証を害さずに済むのか、己の動揺を誤ご魔ま化かせるのか、等々、狼ろう狽ばいしながら、穏便な結末を求めて言葉を繰り出していた。

　ところが、この、興味が惹ひかれただけで髪に触ってしまうなどと、本能や衝動のままに生きる動物並の行動をした青年は、ああ、と納得したように大きく頷うなずいて、

「そうだったんですか。じゃあ、何かとご苦労も多いでしょうね」

　驚くでなく、物見高く義眼になった原因を訊ききたがるでなく、健常な人間が障害者に面した時のあの条件反射的な構えも見せず、気味悪がるでなく、まるでひとつの知識を理解するように、スッと納得したのである。

「まだ二十五歳の若造だが、七瀬は年齢と関係なく、どこかわかっている男だから」

　だから安心して、仕事をしろよ。

　心配性の友人が、わざわざ電話してくるだけの男だ。

「やっぱり、予感は当たっていた」

　義眼と知られても平気なはずだったのに、相手がどんな反応を見せても、いつだってクールに対応していた自分なのに、あまりに自然に浩之が納得したから、勝手に胸に、安あん堵どが広がる。

「何のですか？」

　カップを口に運びながら、不思議そうに訊き返す浩之に、

「島村くんから、次の担当は七瀬浩之という男ですって名前を聞かされた時、きっとわたしは七瀬くんを気に入るなって、そんな予感がしたんだ」

「予感って、何の根拠もなく、──です、よね」

「もちろん」

　沢地は嬉うれしそうに微ほほ笑えんで、「野性のカンって言うのかな」

　野性。

　風ふう貌ぼうからして洗練されている沢地に、一番似合わない単語だ。

「さっきから気になってたんですが、沢地さんて、どこかよその血が混じってるんですか？」

「アフリカとか？」

　からかう沢地に、

「違いますよ」

　浩之はちょっと本気でムッとした。

「わたしは由緒正しい日本人だよ。これっぽっちも、外国の血は混じっていない」

「じゃあ、突然変異なんですね」

　突然変異!?

　すごい表現に、沢地は面めん喰くらってしまった。

「沢地さんの頭ず蓋がい骨こつ、普通の人よりふたまわりはちいさいですからね。デザイナーやめて、モデルでも食べていけるんじゃないですか」

「まさか。そんなに世の中、甘くないよ。──それより七瀬くん、もしかして、さっきの突然変異って、誉め言葉？」

　実に信じ難いが、

「そうですよ」

　当然、然、と、浩之は応こたえる。

　なんて男だ！

　突然、腹を抱えて笑い出した沢地に、

「えっ、どうしたんですか、沢地さん」

　浩之は慌てふためいた。

　なんて男だ。

　なんて面白いんだ。

　この独特の感性が、たまらない。

「すっごく、すっごく来月が楽しみだ」

「は？」

　涙を流してまで笑う沢地に、浩之は訊きき返す。「何が楽しみなんですか」

「きみが担当になること」

　沢地は涙を拭ふき拭き、「早く来月になればいいのに」

　と言った。

　その時、沢地が拭ぬぐう涙が右目だけなのに、図らずも浩之は、気づいてしまった。







　エレベーターの箱が、音もなく上昇する。

　狭い箱の中で、浩之より拳こぶしひとつぶん、実は小柄だった沢地とふたりきり、ドアの上の移る数字を見つめながら、浩之はそっと、左目を瞑ってみた。

　──意外だな、半分じゃないんだ。

　片目が見えないのなら、単純に、視野は半分に減るものだと思っていた。が、実際はそうではないようだ。

　何度も左目だけ、開け閉じして、確かめる。視野は、左側三分の一のみ、減ってしまう。だが、じっとしていればこその三分の一であり、動きが伴うと、不自由さは三分の一減では済まされないような気がした。

　だからケーキ屋で、沢地は入ってきた浩之を認知するのが、遅かったのだ。浩之はあの時、ちょうど沢地の左後ろにつけていたのだから。

　浩之はさりげなく、ドアに向かって中央に立つ沢地の右側に寄った。気配を感じて、特大のケーキの箱をそっと胸に抱いた沢地が、すぐに振り返る。

「何をしてるんだい？」

　子供のような無邪気な好奇心を綺き麗れいな瞳ひとみに秘めて、沢地が訊きいた。

「ちょっとした実験をしてたんです」

「わたしを使って？」

「俺おれ、決めました」

　言いかけた時、エレベーターが止まって、ドアが開いた。

　歩き出す沢地の左後ろにつけた浩之は、瞬間、浩之の気配を感じきれなくて、わずかに身構えた沢地に、

「俺が特務に就いてるあいだ、沢地さんの〝左〟は俺が守ります」

　え？　と沢地の口が動いた。

　出社を拒んだ、沢地淳。拒み続けているその理由のひとつに、左目が不自由であることが含まれているのであれば、そこを出発にして失われてしまったものは、目が見えない不自由さだけではないような気がする。

「沢地さん、出無精でしょう」

「まあ、あまり外出はしない方だが……」

　部屋でデザインを考えている方が楽しいし、と、続ける沢地に、

「来月になったら、俺がいろんな所、連れていってあげますよ。美術館でも遊園地でも、どこへでも」

「七瀬くん……？」

「俺が沢地さんの左目になりますから、左を守りますから、安心して、外に出ましょう！」

　張り切って宣言する浩之に、沢地は不思議そうな眼まな差ざしを向けた。

「仕事もしないで？」

「もちろん、ノルマは果たして」

「へえ」

　ふわりと、沢地が笑った。「面白そうだね」

　なんだかとっても頼もしくて、浩之といると、浩之が自分より六つも年下だということを忘れそうになる。

「だったら、行きたい場所があるんだ」

　少し、甘えてみたくなる。

「どこですか!?」

　勢い込んで、浩之が訊きいた。

　沢地は笑って、

「海」

　と応こたえた。







　沢地は、超特大のケーキの箱を、がらんどうに近い冷蔵庫に楽々としまうと、さっき入れたばかりの小さな箱を取り出した。

「なんて前向きな青年なんだろう」

　浩之のために、あれこれ検討した末に買ったショートケーキ。いつもの来客なら、お持たせの中から勝手に好きなものを選んでもらうのだが、今回ばかりはそうしてあげない。

「かれこれ七、八分は悩んだものな」

　浩之のように、それぞれの味も知らないで、店内の商品を予算内で片っ端から箱に詰めてもらったのと、ワケが違うのだ。

　丁寧にケーキ皿に盛り、お気に入りのアールグレイを淹いれながら、沢地はクスクス笑ってしまった。

「それにしても、おかしな奴」

　初めて会ったその日に、沢地の左目になると言い出すなんて。「つられて、わたしまで、らしくないことをしでかしそうだよ」

　お前、本気であの子と海へ行く気か？

　昔なじみの友人たちの誘いでさえ、渋るお前が？

「だって、悪くないかも、しれないじゃないか」

　偏見のない、まっすぐな彼の眼まな差ざし。

　おかげでわかった、義眼の話をした時に、浩之が驚かなかった理由が。

　彼は他人を、あるがまま、受け入れるタイプなのだ。その上で、いかに建設的につきあっていくか、それを一番に考える男なのだ。

　それがすごく、好ましい。

「今まで周りにいなかったタイプだ」

　しかも、沢地にモデルを勧めるより、自分がなった方がいいくらいの、二枚目なのである。

「本人、あまり自覚してないみたいだけどね」

　そんなおおらかなところも、仲々だ。

「──七瀬くん、お待たせしました」

　沢地は、居間のソファーへやけにかしこまって座っている浩之に、ケーキと紅茶を差し出した。

「は、いただきます」

　つい先程までと打って変わって、浩之はカチンコチンになっていた。

　３ＬＤＫの広いマンション。ひとつは寝室、ひとつは書斎で、ひとつは仕事部屋。

　さすがに超一流のインテリアデザイナーの住まいだけあって、どの部屋もインテリア雑誌に載りそうなほど、スゴかった。

『ファッションセンスの塊のような住まい』

　と言うのが、浩之の正直な感想である。

　怖いくらいの沢地のセンスに触れて、浩之はすっかり緊張してしまったのだった。

　凡人の浩之にでさえ、痛いくらいに沢地の凄すごさがわかるのだ。彼の仕事が業界で高く評価されるのは、もう、当然の当然かもしれない。

「そんなにかしこまって、どうしたんだい？」

　あまりの浩之の変へん貌ぼうぶりに、驚き混じりに、沢地が尋ねる。

「いえ、ちょっと、緊張してまして」

　浩之の応こたえに、それこそ沢地は、びっくりしてしまった。

　ホントにヘンな男だ。普通は最初に緊張して、段々慣れてゆくうちにリラックスして、そこそこ大胆になったりするものなのに。

　これではまるきり順序が逆である。

　よもや、浩之の緊張の原因が自分の才能にあるとは夢にも思わない沢地は、浩之の金縛り状態をよそに、こっそり胸を弾ませていた。

　一緒にいると、とっても飽きない。ウケを狙ねらっているわけではないのだろうに、浩之のしでかすひとつひとつの行動が、楽しくて仕方ない。

　頼もしくて、面白い弟ができたみたいで、沢地は久しぶりに気持ちが弾んでいた。
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「そろそろ外出しませんか、お姫様」

　勢いよくカーテンを開けながら、男が言った。

　ブルージュのちいさなホテル。窓の外には、世界で一番美しいと謳うたわれる街並みが広がっている。

　日差しを避けるように枕まくらに顔を埋めたまま、

「頼む、隆りゆう介すけ、もうしばらく放っといてくれないか」

　細い声で、沢地が応こたえた。

「アツシ、これで三日も臥ふせってるんだぜ」

「時差ボケが、まだ直らないんだ」

「お前のは神経疲労だよ」

「明日からは、大丈夫だから」

「毎度のことながら、お前、こっちに着いて三日間は、てんで使いものにならないもんな」

　隆介は窓際のソファーにドサリと腰を下ろすと、日本人にしては規格外れに長い足を組み、

「いつものパターンだから、オレは慣れてるよ。慣れちゃいるが、アツシが三週間を苦労して作ったと同じく、オレもこの、モデルを生業なりわいとしている者としては、絵に描いたような書き入れ時のこの時期に、三週間もの季節外れのバカンスを、それはそれは苦労して作ったわけだ」

「わかってる。済まない、隆介」

「お前がそんな調子だから、オレはキスすら、我慢している」

「したいなら、すればいい」

「そういう問題じゃない」

「頭痛が治らないんだ、込み入った会話は、遠慮したい」

「クスリ飲めよ、ちゃんと枕元に用意してある」

「薬に頼ると、クセになる」

「少しくらい頼ったって、自力で立てなくなるわけじゃあるまい！」

　苛いら々いらと立ち上がった隆介は、「いつものパターンなんだから、今回だって外れまい。体調が回復しても、四日も経てば、またしてもお前はダウン。一日がかりでまた回復させて、だが次は三日でダウン。一日リハビリで、次は二日でダウン。その後は、一日おきに繰り返す。どこに行くにしてもピリピリに神経を張り詰めて、片方の目で全てを把握、処理しようとして、だから頭痛や吐き気がしてくるんだよ。オレがエスコートしてるのに、どうしてオレに頼ってくれないんだ？　全部委ゆだねてくれれば、お前がそうも神経を使わなくてもいいんだよ！」

「隆介……」

「で、結局、体が保もたずに、三週間のバカンスを早めに切り上げて、姫君は帰国の途についてしまうわけだ。──お前の愛する、日本に」

　大おお股またに部屋を横切って、血の気の失うせた沢地の顔を、覗のぞき込む。

　沢地は、隆介の視線をまっすぐに受け止めたまま、

「帰国したいわけじゃない。毎回バカンスの場所が変わるから、環境に慣れるのに、少し、時間がかかる。それだけだ」

「ヨーロッパには綺き麗れいな場所がたくさんある。一年に一度しか、アツシとはこんなに長いバカンスは過ごせない。だから、色んな所へ連れて行ってやりたいんだ」

「気持ちは、ありがたいよ。ちゃんと、感謝してる」

「でも、いつまでたっても、アツシはオレに、頼らない」

「そんなことないじゃないか。隆介に甘えて、隆介の大切な時間を、惰眠に乗じて貪むさぼっている」

「──……聞き飽きてるかもしれないが、オレはお前を愛してるんだぜ」

「そうだったね」

「過去形にするなよ、憎らしいリアクションだな」

　いつだってお前は、オレの手を、拒むよな。「抱きしめても逃げないくせに」

「どうしたんだ、おかしいぞ隆介？　自覚してるか、最近、会うたびに、わたしにからんでるんだぞ」

「わかってるよ！」

　たまらずに、キスをする。

　ベッドに横たわる沢地を、きつくきつく抱きしめて、

「十年からの長いつきあいの割りに、オレたちって、知り合ってから、少しも距離が縮まってないような気がするよ。昔も今も、ただの友達みたいだ」

「そんなことはないだろう？　ただの友達が、こんなことをするのか？」

　からかう沢地に、隆介は口を噤つぐんだ。

　何度情事を重ねても、重なり合わないものがある。

　それを隆介は切望し、求め、請こうのに、沢地は柔らかな笑顔を作り、優しい声で、酷ひどい言葉をよこすのだ。

「わたしの全てを隆介にあげただろう。これ以上を望むのなら、残っている右目を持っていけばいい」

　違うんだ。望んだのは、こんな形じゃなかった。──こんなはずじゃ、なかったんだ……。







　よもや、まさか、社会人になって三年目にして、大学受験よりもハードな勉強をする日々を送ることになるとは、

「予想だに、してなかった……」

　浩之は深々と溜ため息いきを吐きながら、目の前にドーンと積まれた、読んでも読んでも終わらない、書籍や資料の山を眺めた。

　ポイントは、目さえ通しておけばそれでＯＫ、なんて、プレゼン参加的な作業ではないことである。

「歴代の特務経験者は、みんなこれをクリアしてたのか……」

　彼らの業績どころか、その行為だけで、充分、「感嘆に値するよな」

　ここ数日、浩之は、午前は集中管理課の仕事を、午後は就業時間終了まで目一杯、特務のためのお勉強を余儀なくされていた。

　沢地との『顔合わせ』の数日後、長期休暇で不在の御大との直接的な仕事がなくなった島村が、滅多に使用されることのない第三会議室に七瀬を招き、

「ホラ、七瀬に俺おれからの栄転祝いだ。特務として、最低これくらいは、しっかりアタマに叩たたき込んどけよ」

「──って、島村さん、俺が、今からこれを全部、覚えるんでしょーか……？」

　当たり前だ。という島村の無言の眼まな差ざしに、浩之はガックリ項うな垂だれた。

「沢地先生が休暇から戻ってこられる前に、七瀬との引き継ぎをきっちりしておかなきゃならないからな。せっかく総務課が、会議室をまるまる一室、二週間も、七瀬のために貸し出してくれるというんだ、光栄なことじゃないか」

「つまり、二週間も、俺、これ……」

　クラリ。「──特務って、激務だったんですね」

「くだらない洒しや落れ言ってないで、さっさと資料に目を通す」

「俺、洒落なんか言ってませんよ……」

　この高い山を前にして、誰がそんな、吞のん気きな心境になるものか。

　沢地先生の担当たるもの、先生の過去の作品しごと全てを把握しておかねばならない。それから、仕事上での人脈の把握。デザインに対する適切なアドバイスを行うために、それぞれの家具の歴史、人間工学をも修得し、それから、現在日本のランキング上位に位置するホテルの内装、家具、配置その他の利便性のチェックをする。

　千里の道も一歩から。と、言うことで、取り敢あえず浩之は、昨日の続き、人間工学の専門書をバサリと開いた。

「──駄目だ、脳ミソが、困難な日本語を拒絶している……。もう少し、理解しやすそうなものから手をつけようかな」

　そして、先日竣しゆん工こうされたばかりの、Ｔ企画が内装を全面的に任された、都内のとあるホテルの内装用の設計図をテーブルに広げた。

　縦横に走る、様々な太さの線。書き込まれた、数字の数々。組み込まれる製品のロットや注意事項が更に上書きされて、

「だからナニって、カンジだな……」

　専門家が見れば、この二次元の紙切れの上が、三次元３Ｄ総フル天然色カラーの世界なのであろうが、「俺にはまったくもって、意味不明だ」

　コンピューターの扱いなら、お手の物。地理にも交通機関にも強いし、Ｔ企画全社員及び出向社員、契約社員の、資格、特技も、把握している。いや、正規の社員に関してだけならば、前回の健康診断の結果から、家族構成、アンケートを取った四月時点での『今一番興味のあること』くらいまでなら、覚えている。

　だがしかし、

「それが特務に生かせない、ときた。──やれやれ、人脈の把握だけは集中管理課の仕事の延長みたいなものだから、どうということもないんだけどな。しかも俺、美術方面もイマイチ、不得手だからなあ」

　テーブルの端にドッと積まれた、おびただしい量の沢地のデザイン画。家具の変へん遷せんを辿たどった図入りの専門書とて、浩之の気分としては、どこぞの家具屋の広告を眺めるのと大差はない。いいなあ、こういうの、俺の部屋にもひとつ欲しいなあ。の、レベルなのである。

　こんなに『わからないものオンパレード』で、いったい、いつになったら終わることやら。

「引き継ぎだけでもこんなにハードで、六月になったら、俺の生活、どうなっちまうんだ？」

　毎日毎日クタクタで、沢地と約束した海行きの計画すら、すんなりとは、立てられない。字を見るのも絵を見るのもうんざりだから、家に帰ってまで、ガイドブックやら地図やらを、見たくないのである。

　そのくせ、気がつくと、沢地のことを考えている。たった数時間一緒にいただけなのに、不可解なほど鮮明に、その姿が脳裏に残っている。柔らかいバリトンの声や、透き通るような綺き麗れいな瞳ひとみを、ふと、思い出してしまう。

『すっごく楽しみだ、きみが担当になること。──早く来月になればいいのに』

　微ほほ笑えんだ、沢地。

「──そうだった、俺、くじけてる場合じゃない」

　一度は隅に追いやった人間工学の本を、浩之はグイと引き寄せた。







　真夜中に、電話が鳴った。

「はい、諸麦です」

　コール二回で、諸麦卓は受話器を取る。

「あれ、起きてたんだ」

　意外そうな声が、耳に届いた。

　諸麦はクスッと笑って、

「なんだ沢地、叩たたき起こすつもりだったのか？」

「いや、土曜の夜だし、留守電かと思ってたから」

　高校からのつきあいの、当たりの柔らかい、許容範囲の広い、どんな人をも受け入れてしまう、誰からも愛される、人間嫌い。

　からかうたびに、沢地はやんわりと否定した。

『違うよ諸麦、わたしは人間嫌いなんかじゃない』

『ただ、すべてに執着がないだけなんだ。──だろ？』

　否定はしない。確かにきみは、そうだよね。

「自宅で残業してるんだよ。気の毒なサラリーマンに、同情してやってくれよ」

「そんなに楽しそうな声で言われると、本気で同情できないな」

「ははは。それより、そっちはどうだい？　上かみ條じようとのバカンス、満喫してるか？」

「今、マンションからかけてる」

「え……？」

「マンションに戻ったら諸麦からの留守電が入ってたから、急用かと思って、一応電話してみたんだ」

「もしかして、さっき帰国してきて、今、マンションに着いたばかり、とか？」

「五分前にね」

「──上條は？」

「パリに帰った」

「まだ一週間も、休暇、残ってるじゃないか。──また体調を崩したのか？」

「もう年なのかな、治らないんだ、頭痛が、全然」

「今も？」

「今も」

「明日、そっちに行こうか？」

「いや、いいよ。大丈夫だから」

「上條、呆あきれてなかったか？」

「さあ」

「あいつのことだから、どうせ休みを取っちゃったんだからとか理由をつけて、沢地に付き添って日本まで来そうなのにな」

「だったら、さすがに呆れてるんじゃないか。向こうにいる間、一日もベッドから起き上がれなかったし」

　過去の経験によると、安静にしていれば二、三日で勝手に回復していたのに、今回ばかりは、良くなるどころか、日増しに頭痛がひどくなる一方で。

「つまり、向こうにいる間、ずっと、上條は沢地の看病をしてたのか？」

「まさか。誰かがそばにいてもいなくても、症状は変わらないんだ。わたしの看病なんかで無駄な時間は使わせられないから、隆介にはひとりで観光してもらってたよ」

「──それは、気の毒だったな」

　誰が、とは、諸麦もさすがに言えない。

　観光より、沢地の看病をしていた方が、上條もよほど楽しかったんじゃなかったのか、なんてことも、もちろん、言えない。

「それより諸麦、留守電の用件って何だい？」

「ああ、仕事の事だよ。大事な話だから、会って話したいんだ。調子が良くなったら、改めて連絡をくれないか」

「長期休暇のわたしの留守電に、仕事関係のメッセージを入れておくなんて、どういう了見してるんだ、諸麦？」

　沢地が笑う。

「できれば急ぎたかったということと、まあ、沢地のことだから、海外にいても、国際電話で自宅の留守電のチェックくらいするだろうから、こちらからバカンスの邪魔をするのは失礼だが、バカンスの途中で沢地から連絡をもらうのは悪くないな、ということだよ」

「知能犯だな」

「類は友を呼ぶって言うだろ？」

「何の話だ？」

　クスクス笑い続ける沢地に、

「とにかく、安静第一にしていろよ。間違っても、仕事なんかするんじゃないぞ」

「わかってるよ。さすがにこれだけ具合が悪いと、仕事はできない」

「──目、大丈夫なのか」

「大丈夫だよ。仕事の邪魔して済まなかったな。おやすみ、諸麦」

「おやすみ」

　プツリと、ラインが切れる。

　諸麦は複雑な心境で受話器を見つめていたが、やがてゆっくりとフックに戻した。







　それにしても、終わらない。

「俺の見てない所で、お前たち、こっそり増殖してるんじゃないのか？」

　例の資料の山に向かって、浩之が言う。「もしくは、課題がメビウスの輪状態になっていて、読んでも読んでも初めに戻ってしまうとか」

　あんまり煮詰まっていて、考えることが段々くだらなくなっている。

　その時、ドアにノックの音。

「はい、どうぞ」

「七瀬、生きてるか？」

　顔を覗のぞかせたのは、浩之の尊敬の的、諸麦卓だった。

「諸麦チーフ……」

「どうした、目がウルウルしてるぞ」

「地獄に仏の気分です」

「なんだ、随分と深刻な歓待ぶりだな」

「二週間終了まで、俺、アタマが保もたないかも、しれません」

「そんなに悪い作りじゃあるまい？」

　自分のこめかみを人差し指でトントンと示して、諸麦はクスリと笑う。「だったら朗報かな。七瀬、今から社用で、沢地のマンションに行ってくれないか」

　浩之の心臓が、ドキリと鳴った。『沢地』の一言で、どうしたことか、胸が弾む。

「あー、えっと、沢地先生のお宅、ですか？　あれ、ですが、先生は今、休暇の最中でしたよね」

「数日前に自宅に電話をもらってね。どこかへ出掛けていたらしいんだが、具合が悪くなって家に戻っているらしい。いつもの偏頭痛だと思うんだが、一向に調子が良くならないようなんで、様子を見てきて欲しいんだ」

「俺はかまいませんけれど、あの、島村さんは……？」

「彼は生あい憎にくと、昨日から九州に出張中でね」

　諸麦は背広の内ポケットから一万円札を出すと、「あいつのことだから、ろくすっぽ食事も摂とらずにひたすら寝ているだろうから、行き掛けにデパートの食品売り場で、適当に総菜を見繕って、持って行ってやってくれ」

　浩之に渡した。

「わかりました。──ですが、この本を、今日中に読まないとならないんです」

　この一冊にもう何日もかかりきりで、さすがに今日中に片付けないと、期限までに全ての課題をクリアできなくなる。

「人間工学か。だったら、沢地のマンションに持参して、ついでにレクチャーしてもらえばいい。自力で読むより、よっぽどラクだぞ」

　諸麦が気楽に微ほほ笑えんだ。

「えっ!?　頭が痛いのに、こんな頭痛を助長するような物を持って行っては──」

「むしろ元気になるだろうさ。沢地は、三度の飯より、理工系が好きなんだ」

「それは……」

　とんでもない人だ。

「領収書を貰もらうの、忘れないようにな」

「わかりました」

「よろしく伝えておいてくれ」

　軽く手を振って、諸麦は会議室から出て行った。







「横になっててください。レトルトを温めるくらい、俺にもできますから」

　心配丸出しで、さっきから浩之の後をついて歩く青白い顔の沢地に、浩之は何度目かのセリフを繰り返した。

「だが、七瀬くん、よその台所は使い勝手が違って、やりにくいだろう？」

「そんな常識を、今更言わなくてもいいですよ」

　浩之は沢地の心配をサラリと流して、「それより、頼みますから、寝室に戻っててください」

　パジャマ姿の沢地、大ぶりなサイズに体が泳いで、いっそう線が細く感じられる。

　折れてしまいそうなほど儚はかなげで、うっかり、抱きしめてしまいそうになる。

　同性の沢地に対して、こんな気持ちは、尋常ではない。

　わかっていたから、浩之はひそかに、狼ろう狽ばいしていた。

「あ、ナベの蓋ふたは、まだ食器乾燥機の中に──」

　脇わきから腕を伸ばす沢地を遮って、

「俺がやりますから」

　浩之は、食器乾燥機の取っ手を引く。

　かなり大型の食器乾燥機。中にはナベの蓋以外、一組の箸はしと、一枚の皿、ガラスのコップが二個、点在していた。

　必要最低限の調理器具や食器しかない台所。いくらひとり暮らしが長い沢地だとて、浩之と同じく、料理が守備範囲とはとても思えない状態である。

　沢地家唯一のナベに水を張り、レトルトのおかゆを浸すと、

「ガスの元栓、閉まったま──」

　沢地が腕を伸ばすより早く、浩之はガスの元栓を開ける。そしてさっさと、バーナーに点火した。

「──沢地さん、お願いですから、ベッドに行っててください」

「だがね、七瀬くん」

「だったら、敢あえて言いますが、邪魔なんです」

「邪魔って、きみ、ここは、わたしの家だよ」

「わかってます、そんなこと。ですけど、沢地さんは、体の調子が悪くて、立ってるだけで、そんなにしんどそうじゃないですか。そのことを、ちゃんと自覚してるんですか？」

「昼頃までは最悪だったが、今は、そんなに悪くはないんだ」

「しっかり食べて、薬を飲んで、安静にしててください」

「薬には頼らない主義なんだ。それに七瀬くんの顔を見ていたら、頭痛が少し、引いてきた」

「そんな話、信用できません」

「ウソじゃないよ」

　諸麦から、七瀬をそっちにやったから。と言う、沢地の意志を無視した事後報告まがいの電話をもらってから小一時間、訪れた浩之を迎えに出た玄関で、浩之の顔を見た途端、本当に、なんだかとても気持ちが楽らくになって、それからは、時間が経つほどに、頭ず蓋がい骨こつに響き渡るほどひどい頭痛が、ジンジン、程度に、おさまってきていたのだ。

「とにかく」

　母親にまとわりつく子供のように、周囲をウロウロしている沢地に、さすがに浩之はたまりかねて、「病人は病人らしく、少しは看護人の言うことを聞いてください」

「え……？」

　沢地をひょいと抱き上げて、浩之はまっすぐ、寝室へ向かう。

　唐突に、当然のように抱き上げられて、沢地はつい、おとなしく運ばれてしまった。

　そっとベッドに降ろされて、顔が半分隠れそうに、羽毛布団をかけられる。

「強引なんだね、七瀬くん」

　台所へ戻りかけていた浩之は、ドアの辺りで振り返り、

「俺、沢地さんを守るって約束しましたから」

「でもきみは、わたしの左を守るんだろう？　ここまでするのは、越権行為じゃないのかな」

「左目が、しんどいって俺に訴えてたんですよ。見えないのをいいことに、沢地さんが酷使するって」

「──へえ……」

　沢地は一瞬、胸を衝かれた。

　目は口ほどにものを言うというけれど、それは、目は表情豊かなものであるという例えであって、いなくなった左目が、つくりもののガラス玉が、語るものなど、ありはしない。

　だが浩之は、この義眼が、このつくりものの目が、訴えると言うのだ。

「だって、見えてなくても、見ようとしてるんですよ。沢地さんが右目を頼って使えば使うほど、それ以上に、左も物を見ようとする。ただ、見えないだけに、加減が分からなくて、結果的に、左目が右以上に疲れてしまうんです。だから、沢地さんは過労させてしまった左目のためにも、肝心の本体の、充分な休息を取るべき義務が、あるんです」

「凄すごい理屈だね」

　苦笑する沢地に、浩之は不意に、視線を落とした。

「用意ができたら、俺は帰りますから。──ウルサクして、申し訳ありません」

「七瀬くん？」

　浩之は一礼して、素早く寝室を後にする。

『若造だが、七瀬はどこか、わかっているから──』

「本当だ、諸麦」

　沢地は両目を閉じると弛ゆるく息を洩もらし、左のまぶたを、そっと指先で触れてみた。







　４




「特務だからって、四六時中、沢地さんと一緒にいられるわけじゃなかったんだ」

　って、当然なのだ、特務は芸能人の付き人やマネージャーじゃないんだから。

　自分で自分に自主的に突っ込みを入れながら、浩之はデザイン室から上がってきた数枚の設計図に目を走らせていた。

　六月、かの拷問のような二週間のお勉強の日々も無事に乗り越え、浩之は晴れて特務に就任したのであった。

「七瀬くん、一階の東半分のフロアに沢地先生の家具を組み込んでいきたいんだけど、新作ということではなくて、既製の商品の中からあなたがチョイスして、概案を作ってから、沢地先生に打診して欲しいの。沢地先生のＯＫが出たら、最終的に、クライアントとの調整にはいるから」

　この設計図を引いた女性デザイナーが、歯切れ良く説明する。「わからないことがあったらどんどん訊きいてね。沢地先生に来週の木曜日までには見ていただけるよう、頑張ってちょうだい。それじゃ、よろしく」

　という経緯で、浩之の元にやってきた設計図。

　晴れて特務に就任したとはいえ、特務の所属が集中管理課下なので、浩之のデスクは以前のまま。ゆえに、パソコンをちょっと奥に押しやって、キーボードの上に設計図を広げることになるのであった。

「おい七瀬、狭くないか？」

　隣の席に座る同僚の八や代しろが、気の毒そうに声をかけてくる。

「狭い」

　短く応こたえて、しばらく図面をじっと見つめていた浩之は、「そうだ」

　パソコンの端末を叩たたいて、デザイン室のパソコンにアクセスした。

「おお」

　八代が唸うなる。

　浩之のパソコンの画面に、ここにある設計図がまんま、映し出された。

「さすが、ハッカー七瀬」

「やめろよ、その人聞きの悪い呼び方」

「誉めてるんじゃないか。ホント、コンピューターを操らせたら、社内で七瀬の右に出る奴やつはいないよなー」

「あのな、ここは集中管理課だろうが。オープンな情報に関しては、どの課のコンピューターともアクセス可能になってるだろ」

「いや、その思いつきが素晴らしい」

「──言ってろ、言ってろ。何も出ないぞ」

「残念。せっかく七瀬くんてば、今月から給料倍額──。っとと、睨にらむなよ。うんうん、そうだよなー、うちのデザイナーの中で、パソコンを使わずにビルの設計をケロリとやってのけるバケモノは、諸麦チーフだけだもんな。なあ七瀬、あの人の製図って、機械より速いってホントなのか？」

「ホント」

「この図面、諸麦チーフのじゃなくて良かったな」

「ああ。彼女がパソコン使ってくれてたおかげで、色々試せて助かるよ」

　次に呼び出すのは、沢地の作品のデータたち。

　図面の上で、同じ比率で縮小させた家具を、あれこれとレイアウトしてみる。

「七瀬、このちっちゃい四角の中のＡ─６─16─60とかって数字、何なんだ？」

「シリーズと種類と色と素材。これだと、サエラシリーズのひとり用肘ひじ掛かけ椅い子すで、ワインと焦茶がメインのペイズリー柄、合成繊維、Ａで16で60だと、木枠の縁はマホガニー材だ」

「──お前、短い間に、こっち関係、強くなったなあ」

「それはそれは、苦労と努力の日々でしたから」

「目の下、クマまで作ってな」

「そうゆうこと」

　しっかり、きっちり、特務の任をこなしたい。何の根拠のない期待でも、沢地が自分を楽しみにしていてくれたから、外したくないし、裏切りたくないのだ。

「もう時効だから言うけどさ、頑張る七瀬がやけにケナゲで、惚れた女に尽くしてるみたいだって、俺おれたちこっそり冷やかウワサしてたんだぜ」

「え……？」

　キーボードの手を止めて、浩之は啞あ然ぜんと八代に振り返った。







　そうなんだろうか。──やはり、そうなんだろうか。

　集中管理課を出てすぐの廊下、緑の公衆電話のダイヤルを押す。

　四回目のコールで、ラインが繫つながった。

「もしもし、七瀬です。沢地先生、定時の電話連絡なんですが、何かありますか」

「特別にはないよ。七瀬くん、仕事には慣れたかい？」

　静かなバリトン。ブロードの柔らかさで、耳を通り抜けてゆく。

「どうにかこうにか、やってます」

　声を聞くだけでこんなに胸が弾むのは、つまり、やっぱり、そういうことなんだろうか。

「珍しいね、今日は社外からかけてるんじゃないのかい？」

「あ、昨日でクライアント巡りが終わりまして、今日はデスクワークの日なんです。──って、どうして社内からってわかったんですか!?」

「そんなに驚かなくても。だってきみ、今、わたしのことを沢地先生って呼んだだろ？　いつもは『さん』付けで呼んでくれてるけど、社内だと周りとの兼ね合いがあって、そんなわけにはいかないだろうから。それで、社内からでなければ、そばに広岡課長でもいるのかとね。それだけのことだよ」

「はあ……」

　あんな、さもない一言で、そこまでわかってしまうとは。

　たいした洞察力だ。さすが、沢地さんだ。

　浩之がひそかに感動していると、

「あれ、七瀬、何やってんだよ」

　通りがかりの成川が、元気に声をかけてきた。「勤務時間中の私用電話は、いけないんだぞー」

　浩之は慌てて通話口を手で塞ふさぐと、

「そんなんじゃないよ」

「おっかしいなあ、私用電話じゃないんなら、どうして自分のデスクからかけないんだよ。怪しいぞー、怪しいなあ」

「いいから、お前こそ、ここで油売ってないで、ちゃんと仕事をしろよ」

　必死に追い払うと、成川はニヤニヤしながら立ち去った。

「もしもし、失礼しました、話の途中で──」

「七瀬くん、きみ、社内のどこからかけてるんだい？」

　あ……。

「聞、こえて、ましたか？」

「最近の電話、感度がいいから」

　だって、

「私用電話どころか、きみ、ノルマを果たしてるのにね」

　沢地がクスクス笑っている。

　だって、下心があったのだ。

「七瀬くん、これ、公衆電話から？」

　わざわざ？　自費を使って？

「あの……、次の日曜日約束してた海に行きませんか！」

「え？」

　定時の電話連絡に便乗して、沢地を誘いたかったのだ。

「俺たち、約束しましたよね、海！」

　そんな私的な下心があっては、申し訳なくて、会社の電話が使えないではないか。

「行きたいって、言いましたよね！」

　自費でかけることが、浩之にとってせめてもの、誠意、なのであった。

「──覚えてたんだ」

「覚えてました」

「七瀬くんとはあれから何度も会ってるのに、一度も話題に出なかったから、忘れられたと思ってた」

「忘れてません」

「特務の引き継ぎ、キツイだろ。しかも、いざ特務が始まればやたらと忙しくなって、遊ぶ暇もなくなってしまう」

「それは否定しませんけど、それと、これとは、別ですから」

「せっかくの休日にちようなのに、いいのかい？」

「いいんです」

「週明け、死んでても知らないよ」

　ああ、もう、ゴチャゴチャと。

「行きたいんですか、どうなんですか!?」

「──……行きたいな、七瀬くんと一緒なら」

　浩之は、受話器を滑り落としてしまった。







　車は、首都高湾岸線を横よこ浜はまに向かう。

　海に行くのも結構だが、今は六月、海水浴にはまだ早く、季節先取りのサーファーたちが楽しんでいるのを横目に、ただ海岸をブラブラするのでは芸がない。そこで浩之が思いついたのが『水族館へ行こう』なのであった。

　早朝、沢地のマンションに、浩之の車は約束の時間ぴったりに到着した。

「こんなに早起きしたの、何年ぶりだろ」

　助手席に乗り込む、くすぐったそうな沢地の笑顔に、早くも鼓動がせわしなくなる。

「俺、もしかして、墓穴掘ってるのかな……」

　こんなんで、今日一日、やっていけるのだろうか？

　おそろしく不明で不安だが、計画は完璧なはずだった。

「沢地さん、行きは時間との戦いですから、一番早く着くルートでいきます。湾岸から横浜新道を抜けて、保土ケ谷バイパス経由で横々道路を南下して、並なみ木きインターを降りて到着、のコースです」

「へえ」

「帰りは、行きより少し遠回りですけど、急ぐ必要はないんで、観光も兼ねてのコースにしました。横々から首都高にいきなり入って、横浜で降りて中華街で夕食を摂とり、ベイブリッジ経由でビッグバードに寄り、そこでお茶を飲んでから、環八は使わずに、再び首都高に乗って、ぐるっとレインボーブリッジ経由で沢地先生のマンションまでお送りします。夜だから、夜景も綺き麗れいですよ」

　出無精の沢地、めぼしい観光スポットですら、行ったことがないに違いない。だからそれも考慮して、限りなくミーハーに近いラインナップで揃そろえてみた。

　一度にこんなに欲張ると、次に行く所がなくなってしまいそうだが、変更する気はさらさらない。どこもかしこも、ステキなのだ。少しでもたくさん、沢地に味わせてあげたいのだ。

「以上。こんなコースでどうですか、沢地さん？」

　嬉き々きとして尋ねる浩之に、

「いや、わたしは道のことはよくわからないから、全面的に、きみに任せる」

　助手席の沢地は、狼ろう狽ばい混じりにボソッと応こたえた。

　正直、浩之が口にした固有名詞たちがナニモノなのか、沢地には半分くらいしか理解できなかったのだ。おまけにそれらの位置関係が、まるきりわからない。感想を訊きかれても、無駄のないコースだね、とか、そんなにたくさんは無理なんじゃないか、とか、どうにもこうにも、応えようがないのである。

　ただ、

「七瀬くん、こんなに渋滞してて、予定、狂わないかい？」

　首都高を降りるまでは、順調だったのに。

「この道路は、これで普通なんです」

「渋滞が、普通？」

「その証拠に、あそこの道路状況を知らせる電光掲示板に、何も出てないでしょう」

「こんな道路があるなんて、驚きだな」

「それでも、ここを通るのが一番早いんですよ」

　どんなに渋滞していても、なにせ距離が短いから、空いてる有料道路を迂う回かいするより、結局ここが、どこを通るよりも早いのだ。──と、みんなが知っているから、しかもここはやたらと便利な道路なので、真夜中だろうと明け方だろうと、渋滞は免れないのであった。

　に、しても、

「日曜の早朝に、ここまで混んでるとは、実は予想してませんでした」

「そうなんだ」

　ホッとしたように、沢地が笑う。

「どのみち今日は日曜なんで、どこに行っても、車も人も混雑してますけど、堪忍してください」

「いやだけど、いいよ」

「恐れ入ります」

　浩之がハンドルに摑つかまりながら頭を下げると、

「七瀬くん、前、動いた」

　沢地が前方を指さした。

「あ、やばい」

　後ろの車にクラクションを鳴らされないうちに、距離を詰める。「クレームがつかないよう、車間、三十センチくらいにつけてみました」

　おどける浩之に、

「渋滞も、楽しいね」

　クスクス笑って、沢地が言う。

　浩之は、つい、大きく頷うなずいてしまった。







　なんでこんなに楽しいんだろう。

「ねえねえ七瀬くん、マカロニペンギンのマカロニって〝洒しや落れもの〟のことなんだってさ。誰かさんのことみたいだねえ」

　沢地が、イマドキのファッションでソツなく決めてる浩之を、下から上まで、ジロリと眺める。

「そういう沢地さんだって──」

　言いかけて、やめた。

　その服装スタイル、目も眩くらむほどステキじゃないですか。なんて、シラフではとても言えない。第一、沢地の言わんとしているところと、自分とでは、用法がかなり異なっている。

　アクアミュージアム、ペンギンの水槽のまん前で、水槽にべったり張りつくみたいに、沢地は立ち止まったままである。

「七瀬くん、さっきそこにいたカップルが話してたんだけど、ペンギンって海鳥の仲間なんだって？」

「え、そうなんですか？　でも、体に比べてあんなにちいさい翼じゃ、絶対に空は飛べないですね」

　普通、鳥は、ボディの何倍もの長さの翼を持っているものだからして、「鳥の仲間にしては、ちっとも鳥らしくないですね」

「それなんだよ」

　沢地は低く唸うなると、腕を組んで、「確かに翼はあるし、卵から産まれるし、鳥の仲間と認めてあげられなくもないんだが……」

　言いかけて、いきなり浩之の腕を引っ張った。

「わかった、七瀬くん！」

　沢地はぶ厚い水槽を、チョンと指さして、「あの翼で、空なんか飛ぶ必要、ないじゃないか」

　ここ、ここ、と、水中に浩之の視線を促す。

　地上ではヨチヨチ歩きのペンギンが、水の中では俊敏に泳いでいる。

「あ……」

　浩之はちいさく、声を上げた。「驚いたな、ペンギンの泳ぐ姿って、まるっきり、鳥が空を飛んでる姿なんですね」

　あのちいさな翼を一杯に広げ、空気抵抗を受ける空の翼と同じように羽ばたかせて、水中を見事に突っ切ってゆく。空を自由に飛ぶ鳥のように、水中を縦横無尽に泳いでいる。

「彼らの空は、海中なんだ……」

「彼らはやっぱり鳥類なんだね、七瀬くん」

「いやー、一本取られたってカンジだなー。ペンギンって、れっきとした鳥だったんだ」

　子供の頃から馴な染じみの深いペンギンなのに、白黒エンビ服のカワイイヤツ、としか思ってなかった自分は、いったい、ペンギンのどこを見ていたのだろう。

　なんか、ちょっと、カンドー、してしまった。

　こんな感動、沢地以外の人とでは、そうは味わえないに違いない。

「沢地さんって、ステキな感性の持ち主ですよね」

　感動のあまり、何の臆おく面めんもなくポロリと言ってしまって、

「え？」

　訝いぶかしげに自分を見上げる沢地の視線にぶつかった途端、浩之はその場に固まってしまった。







　ヘンなヤツって、思われてるよな、絶対だ。──ああ、どうしよう。

　アクアチューブを移動中、下から魚を見上げる、と言う、ありそうでなさそうな、もしかしたら、ものすごく貴重な体験をしている最中であるにもかかわらず、浩之の脳裏には、先程の沢地の訝しげな眼まな差ざしがグルグルしていて、浩之の視界には、エスカレーターの前に立つ、沢地の後ろ姿しか映っていなかった。

　薄手のとろみのある（間違いなくイタリア紳士物であろう）上品な仕立てのたっぷりしたシャツに浮き上がる、薄い背中の肩甲骨が、浩之の精神状態を危うくさせる。

　手が、伸びそうになる。

「七瀬くん、つがいのシロイルカだ」

　アクアチューブを抜けるといきなり、沢地が後ろを振り返った。

「は？」

　言うなり、水槽に駆け寄る沢地に、慌てて浩之も後を追う。

　くすんだブルーグリーンの巨大な水槽に、二頭のシロイルカが寄り添いあって、背中を向けていた。

　シロイルカの水槽の向こうには、──彼らの視線の先には、今通ってきたばかりのアクアチューブを囲む、おびただしい数の、色とりどりの、大きさも種類もてんこもりの魚たちが泳いでいる、美しいやら賑にぎやかやらの水槽がある、のである。

「ちっともこっち向いてくれないね、シロイルカ」

　ちいさな子供が、傍らの母親に訴えるように言った。

　沢地は水槽に手をついて、二頭揃そろって隣の水槽を向いたままのシロイルカを、じっと見つめた。

「仲間に、入りたいのかな」

　浩之が呟つぶやくと、

「あっちは楽しそうだものね」

　沢地が言う。「海にはあんな、仕切りはないし」

　巨大な水槽には、シロイルカ以外、何もいない。

「もう諦あきらめて、ね？　混んできたから、次に行きましょう」

　母親に促されて、未練たっぷりに子供が立ち去る。

　こんなにたくさんの人々がシロイルカを囲んでいるのに、彼らは水槽の隅の、少しの空間に区切られている、隣の水槽との境に鼻をすりよせたまま、動かない。

「それに、きっと人間には興味ないんだよ」

　続けた沢地に、

「俺たちを生き物だと思ってないんでしょうかね」

　浩之が言った。

「仲間だとは、思ってないんじゃないのか。関係ないから、関心を持たないんだよ、きっと」

「はっきりしてるな、シロイルカ」

　人間に媚こびない、その態度。イルカながら、たいしたヤツだ。

　浩之が唸うなっていると、

「……傍はたで見てると、切ないものだね」

　呟くように、沢地が言った。

　それきり黙り込んでしまった沢地に、

「沢地さん……？」

「あ？　ごめん、次に行こうか」







　何がどう、切ないんだろうか。

「七瀬くん、アクアスタジアムの海獣ショーが始まるまで、かなり時間があるから、よそを回らないか」

「十一時か。少し早いですけど、昼食にしましょうか」

「いいよ。何が食べたい？　リッチな沢地先生が、ごちそうしてあげよう」

「そんなの駄目ですよ、誘ったのは俺なんですから、今日の払いは俺が担当です」

「でも、高速の料金もバイパスの料金も、駐車場の料金も、さっきのアクアミュージアムの料金も、きみが全部出してるじゃないか」

「だから、今日の払いは──」

「なんか納得できないな。結局、ガソリン代だって、きみが持つんだろ？　きみとわたしが恋人同士で、きみが男でわたしが女だというなら、デートの費用を全面的にきみが払っても、それは当然と言えるかもしれないけどね」

「じゃあ、気分はデートということで──」

「男同士なんだから、普通はワリカンなんじゃないのか？」

「俺、男とふたりきりでアミューズメントパークで遊ぶ、なんてこと、一度もしたことないんでちょっとわかんないんですけど、普通は、そうなんですか？」

「……じゃ、ないのか？」

「でも、誘ったの、俺ですよ」

「海に行きたいとねだったのは、わたしだ」

　ねだった。──なんて良い響きなんだ。

　今の一言で、今日の出費なんか、ぜーんぶ報われて、おつりがきそうだ。

「しかも、どう転んでも、七瀬くんよりわたしの方が金持ちで、おまけに、わたしの方が、年長者だ」

「でも今日は、ホストは俺です。主導権を頂いてるんですから、今日に限っては、沢地さんは全面的に、俺に甘えてください」

「そうとう頑固だね、きみも」

「類は友を呼ぶんじゃないんですか？」

　軽く笑った浩之に、沢地は一瞬、表情を止めて、だがすぐに笑顔を作ると、

「何の類なのやら」

　茶化しながら、浩之の脇を擦り抜けた。







　──何が、どう、切ないんだろう。

　マリーナに面した見晴らしの良いテラスの席で、食後のコーヒーを飲みながら、浩之はぼんやりと、さっきの沢地のセリフを反はん芻すうしていた。

　テーブルに頰ほお杖づえをついて、海を眺めている沢地。時折吹く潮風が、サラサラの髪を静かに揺らす。

　南の海の極彩色の魚たちに比べれば、人間に与えられた色の、なんて地味なこと。なのにどうしてこの人は、同じ人間でありながら、こんなに鮮やかなんだろう。

「何？」

　不意に訊きかれて、浩之はいきなり現実に戻った。

「え？」

「そんなに一心不乱に見つめられてると、そのうち穴があきそうだ」

　苦笑して、沢地はサラリと前髪を搔かき上げると、「最初から、そうだったね。そんなにこの顔が好きかい？」

　好き。──いきなりな単語に、浩之はドッと赤面しそうになったのだが、片口を上げた自じ嘲ちよう的てきな沢地の笑みに、熱がどこかへ引いてしまった。

「あ、まあ……、綺き麗れいですし、綺麗なものを嫌いだって人は、少ないんじゃないかと……」

「つまり、綺麗じゃなければ、わたしには興味がなかったと」

「それは──、わかりません、そんなこと。お会いしたのは仕事ですし、沢地さんの顔に見み惚とれたのは事実ですから」

「そうか。つまり、わたしの顔がこうでなければ、あんな申し込みはしなかったんだ。こうして遊びに誘うこともなく、左を守ろうなんて気も起こさなかった」

「そんな風に断言されても、困ります」

「どうして」

「だって、もし、なんて、結局この世に実在しないことじゃないですか」

「────」

「顔も性格も、どれが欠けても沢地さんじゃないですから」

「面白いこと言うね、七瀬くん。もし、には、何の価値もないんだ」

「ありません。現に、沢地さんはその顔で、その声で、人並み外れた才能を持ち、そういう体格をしていて、世間の評価も、収入も、センスも、好みも、何もかも、現にここにあるんだから、しょうがないじゃないですか」

「しょうがない？」

「トータルで、沢地さんだって、言いたいだけです」

「片目がなくて？」

「そうです」

「だとしたら、右目もなくしたら、きみ、どうする？　わたしはすべてを失うことになる。目が見えなければ、設計図は引けない。デザインもできない。Ｔ企画はわたしを雇っている意味がない。わたしは失業して、今の生活とはサヨナラだ」

「そんなこと、右目をなくしてから訊きいてください」

「七瀬くん？」

　浩之は椅い子すから立ち上がると、伝票を手に、席を離れた。







「怒ってる？」

　下から覗のぞき込むように、沢地が訊く。

「別に」

　腕を組んだまま下を向いて、浩之はボソッと応こたえた。

「やっぱり怒ってるんじゃないか」

「あんまり──」

「え？」

「あんまり、不毛なこと、言わないでくれますか？」

「わたしには、けっこう切実な問題なんだよ」

「そうですか」

「信じてないね」

「そうじゃないですけど」

「──食事してすぐにサーフコースターに乗るの、まずいかな」

「列の順番待ってる間に、消化されちゃいますよ」

「まさか。冗談キツイね、七瀬くん」

　食事が終わっても、ショーが始まるまでに三十分ほどあったので、レストランから出てふたりが直行したのは、沢地のリクエストによる、サーフコースターなる、海に一部のコースが大きく突き出たジェットコースターであった。

「それにしても、こんなに混んでて、列が長くて、ショーに間に合うよう、乗れるのかな」

「回転が早いから、大丈夫なんじゃないですか。駄目でも、ショーは夜までやってますから、ご心配には及びません」

「七瀬くん、危険回避って、知ってるかい？」

「なんですか、いきなり」

「生物には潜在的に、自分を脅かす危険を察知して、回避する能力があるんだそうだ」

「それがどうかしたんですか」

「つまり、将来起こりそうなあらゆる危険性を事前に検討して、より良い人生の道を模索するのが、人間としての危険回避ではないかと思うわけだ」

「取り越し苦労と紙一重ですね」

「でも、何かに対して備えるのは、人としての良識じゃないのかい」

「それと、さっきの、沢地さんの顔がどうの右目がどうのと同列にしてるんなら、俺おれ、怒りますよ」

「同じことじゃないか」

「全然違います。沢地さんの理屈で行くと、俺は明日も車で出社します、車に事故はつきもので、明日、死んでしまうかもしれません。その危険回避をするために、車が危ないのならば電車にして、でも、電車だって事故は起きます。電車も駄目、タクシーも駄目、歩きも駄目。そうやって順々に突き詰めて行くと、出勤の伴う仕事をしなければいいわけで、在宅の仕事に切り替えます。でも、家にいても、いつ、空から飛行機が落ちてくるか、わからない。で、最終的には、生きているから、死ぬ心配をするわけですよね。不慮の事故で死なないためには、事故より前に、自分が死んでしまえばいいんです。──ほら、矛盾が出てきた。『生きる』ことを前提にしているのに、この結果ですよ。そういう発想を不毛だと言った俺の気持ち、少しはわかってくれますか？」

「──参ったな」

　沢地は小首を傾かしげて、ふわりと笑う。

　あどけないその笑顔に、浩之は、溜たまっていたクラリをまとめて喰くらった気分だった。

「前向きなんだね、七瀬くん」

「そそそんなこと、ないです、俺こそ、人生の先輩に対して、生意気言いまして、申し訳ありませんでした」

「何いきなり緊張してるんだい？」

　おかしなヤツだね。

　笑う沢地に、ホッとする。

　ホッとしている間に、サーフコースターの順番がきてしまった。







「七瀬くん！　七瀬くん！　七瀬くん！　荷物！　荷物！　荷物！　足元の荷物、落ちないかな！　大丈夫かな！」

　絶叫まみれのコースター、沢地のはしゃぐこと、はしゃぐこと。

　右へ左へ上に下にと、ぶんぶんに振り回されながら、黄色い悲鳴ならぬ沢地の質問攻めに、浩之は、応こたえたくても応えられなかった。

　この、心臓が口までのぼってきそうな感覚が、たまらなく、弱いイヤ。

「七瀬くん、もう一回乗ろう！」

　降りた早々、こんなことを言い出す人も、ちょっと、イヤ。

「沢地さん、今からなら、急げば海獣ショーに間に合いますけど」

　一度きりなら『清きよ水みずの舞台から飛び降りる覚悟』で乗れるのだが、二度目となると、ステージはいきなり、ランドマークか東京タワーだ。

「ショーは夜までやってるんだろ？」

「夜までここにいると、後の計画が狂います」

「上司の言うこと、聞けないのかい」

　特務とは、即ち沢地の秘書、のようなものであるからして、確かに沢地は、浩之の上司に違いはなかった。が、

「沢地さん、それ、職権乱用ですよ」

「なんでそんなに拒むんだ？──あ」

　沢地がニヤリと、浩之を見上げる。

　とっさに、浩之は顎あごを引いた。

「──なんですか」

「実は苦手だったんだ、七瀬くん」

「人間、ひとつくらい、駄目なものってありますよね！」

「しょうがないなあ」

「男のくせにだらしないとか、今更言われな──」

「行こうか、ショー」

「くてもわかって、──は……？」

「急げば間に合うんだろ、行こう」

「あの……、よろしければ、沢地さん、おひとりで乗ってらしたらいかがですか。俺、下で待ってますけど」

「いいよ。ひとりで乗ってもつまらない」

　ジーン。

　この人って、この人って、ギャップの激しい人だよな。

　へ理屈こねて、からむかと思えば、意外なところでやたらと寛容すなおで。

　魅ひかれてならない。どうしても、目が離せない。存在に引き寄せられて、沢地のことを、知りたくなる。たくさんたくさん、知りたくなる。

「いてっ」

「あ、ごめんなさい」

　若い女の子が、謝りながら浩之の左ひだり脇わきを走り抜けて行った。

「ぼんやり突っ立ってるから、ぶつかるんだよ」

　沢地がからかう。

　しばらく彼女の後ろ姿を見送っていた浩之は、おもむろに沢地の腕をぐいと摑つかんで、そのまま左に引き寄せた。

「沢地さんは左、俺は右。歩く時は、そうしましょう」

「いいけど、急に、なんだい」

「俺、八はつ景けい島じまについてから、極力、沢地さんの左後ろにつけてたんですよ。でも、なんか、違和感があって」

「──そうだったんだ」

　左を守るって、あれ、既に実践してたんだ。

　浩之が、ごく自然にしていたから、意図的な動きなど、これっぽっちもしていなかったから、──と、自分には映っていたから、そのことを自分で話題にまで出したくせに、うっかりと、忘れていた。

　言われてみれば、さっきまでの立ち位置も、コースターの順番待ちをしていた時も、アクアミュージアムを回っている時も、そうだった。

「確かに俺が左にいれば、沢地さんの左をガードすることは、楽勝なんですね。さっきみたいに、ぶつかってこられても、ぶつけられるのは俺ですから」

「ということは、この配置で、今後は、わたしがぶつけられてしまうと」

「そんなこと、ないです」

「えっ？」

　いきなり強く肩を抱かれて引き寄せられ、振り返ると、数人のご婦人方が広がって、賑にぎやかにお喋しやべりしながら、道路を闊かつ歩ぽしていた。前を向いて歩いているのに、すれ違う人といちいちぶつかっては、謝りもせずに前進していく姿には、驚くというか呆あきれるというか、天あつ晴ぱれというか。

「やっぱりこの方が、ふたりともぶつけられずに済む。しばらくこの配置、試させてください」

　沢地の肩から手を離して、浩之が微ほほ笑えむ。

　──やけに笑顔が眩まぶしくて、沢地は唐突に、視線を逸そらした。

「す、好きにすればいい」

「ありがとうございます」

　どうしたことだ？

　肩に残った浩之の手の温ぬくもりに、引き寄せられた弾みで背中に当たった浩之の体温に、その頼もしさに、戸惑っている。

　左は守ると、沢地を守ると宣言した浩之。言葉ではわかっていても、それをネタに散々浩之を茶化していても、それがどういうことだったのか、沢地は今、やっと、理解した。その心地よさを、理解した。

　自分が構えるより先に、彼は自分を守るのだ。見舞いに来たあの時のように、自分が手を出す寸前で、自分よりリーチの長いあの腕で、構えるなんてくだらない、と言わんばかりに、サッとさらってしまうのだ。

　いつもの自分ならば、さらわれたものを後から奪い返すのに、どうしたことか、そんなこと、思いつきもしなかった。

　こんなに力強く守られては、左どころか、両目を閉じても大丈夫そうで。左目を失ってから、初めて、左目が利かない怖さを手放すことができてしまいそうで──。勝手に湧わいてくるこの安あん堵ど感かんを、いったいどうすればいいのだろう。

　けれど。

　浩之がここにいるのは、特務という仕事のためなのだ。特務の任が解かれたら、浩之は沢地とは何のかかわりもない人間なのだ。

　そんな相手に、よりによって……。







　５




　帰りの車は、なんとなく、ふたりとも寡黙で、ＢＧＭの音楽だけが、虚しいくらい元気に響いていた。

　日曜のこの時間にしては流れの早い首都高を、夕暮れ迫るベイブリッジ経由で、羽田に向かう。

「ああ、綺き麗れいだね」

　助手席の窓から外を見み遣やって、沈黙を破るように沢地が口を開いた。「夕日に観覧車が光ってる」

「みなとみらい、ですね」

「うん」

「そう言えば八景島って、みなとみらいの中の、あの一番手前の建て物、──ホテルなんですけど、あの海側に波止場があって、そこから直通の船でも行けるんですよ」

「そうなんだ」

「沢地さん、船、平気ですか？」

「ジェットコースターで証明済みだが、わたしの三半規管は丈夫だぞ。乗り物には、まず酔わない」

　そういうとこ、見かけによりませんよね。と、心の中だけで、感想を述べる。

「それで、ホテルの向こう側の高い建て物が、かのランドマークです」

「日本一高い、高層ビルだね」

「どっしりした形フオルムのせいか、そんなに高さのある建て物には見えませんよね」

「七瀬くん、女の子にもてるだろ」

「なっ、なんですか、いきなり」

「八景島で、すれ違う女の子たちが、きみばかり見ていた」

「違いますよ」

　彼女たちが見ていたのは、沢地だ。

　存在していることが奇跡のように、どこまでも綺き麗れいな、沢地を見ていたのだ。

「せっかくの八景島、女の子との方が良かったんじゃないのかい」

「沢地さん、また難ナン癖クセつける気ですか」

「素直な感想」

「それはどうも、ご配慮、ありがとうございます」

　ふたりして、クスクス笑う。

「せっかくの休日なのに、わたしなんかにつきあわせて、七瀬くんの恋人に悪かったな、とね」

「恋人って、俺おれの、ですか？」

「いるだろ」

「いませんよ」

「いるだろ？」

「そんな、うさん臭そうに訊きかないでください。いましたよ、先々月までは」

「別れたんだ」

「ちょっと、事情があって」

「へえ」

「ふられたんです。結婚する気がないなら、あなたとはサヨナラねって」

「でもまだきみ、若いよね」

「彼女、年上だったんですよ」

「ああ、なるほど」

「のんびり恋愛なんかしてる暇はないのって、口癖でした。沢地さんは──」

「え？」

「あ、何でも、ありません」

　首を振ったきり口を噤つぐんだ浩之に、沢地も再び視線を窓の外に移した。

　沢地さんは、結婚なさらないんですか？　恋人、いないんですか？

　喉のどまで出かかって、だが、言葉にはできなかった。

　初めて沢地に会ってから、あのケーキ屋で出会ってから、浩之はおかしかった。

　気がつくと、沢地のことを考えている。

　浩之だとて、当年とって二十五歳のれっきとした大人である。つきあった女の子だって、両手では足りない。恋愛がどういうものか、充分にわかっているのだ。

　沢地を思うと、切なくなる。まるで恋をしているみたいに、切なくなる。これで沢地が女性なら、浩之だとて素直にこの想おもいを認めてあげられるのだ。だが、いかんせん、沢地は男性なのである。しかも、自分より六つも年上の。

　それなのに、皮肉なほど、日を追うごとに、想いがつのる。

　こんなこと、絶対に気取られてはいけないのに、恋人の話題なんかふられたら、心中穏やかでいられなくなる。

　シーソーのように、重く想いがつのるほどに、浮き出しになる懸け念ねん。このままでは、いつか、沢地から離れなくてはならなくなる。自分のために、仕事のために。それから、沢地のためにも。

　そして、わかったのだ。長く続かない特務の人々。全員が全員とは言わないが、彼らは浩之と同じような苦しみを、奇くしくも味わってしまったのではないかと。

　男に惚ほれるなんて、しかも、邪よこしまな意味で。──それは決して、尋常な出来事ではないのだから。

「結局俺も、同じ道を辿たどるんだろうな」

　呟つぶやきに、沢地が反応した。

「誰と同じ道だって？」

　きっと、許されない恋心から逃れるために、一心不乱に仕事に没頭して、知らず上がってしまった業績に、どこぞへ栄転してしまうのだ。

「特務の諸先輩方」

「ああ」

　沢地は軽く頷うなずいて、「どういうわけか、みんな、アッと言う間に出世してしまって、いつもわたしは置いてきぼりにされるんだ」

　言葉ほどには寂しくなさそうに、沢地が言う。

「どうせ俺もじきに、そうなります」

　何げなく応こたえた浩之は、いきなり空気を重くさせた沢地にギクリとした。「あ、いや、別に、うぬぼれてとか、そんなんじゃなくて……」

　慌てて言い訳を繰り出す浩之に、

「始まったばかりで、終わりの話は寂しいね」

　沢地はポツリと呟つぶやいた。







　沢地のマンションの前で車を止めると、

「どうも、お疲れさまでした」

　浩之はハンドルを握ったまま、ペコリと頭を下げた。

「こちらこそ。でもおかげで、とても楽しかった」

　沢地は応えて、ドアの取っ手に指をかける。「七瀬くん、明日は直接うちに来るんだったよね。それじゃあ、明日、仕事場で」

　おやすみと別れを告げて、取っ手を引こうとして、ふと沢地は動きを止めた。

　夜の暗闇に包まれた車内。ぼんやりにしか、浩之の顔は見えなかった。

「良かったら、あがってコーヒーでも飲んでくかい？」

　一日中、なんだかんだと気を遣い、こんな遅い時間まで運転し続けて、きっと、疲れた顔をしているに違いないのだ。

「そんな気遣いは、しないでください」

　浩之は、ゆっくり、応えた。

『始まったばかりで、終わりの話は寂しいね』

　──気分を害させたというよりは、限りなく傷つけてしまった風情で、外を眺めたままの沢地が気になって気になって、浩之は羽田空港で首都高を降り損ねてしまった。

　背後に消えてく、ビッグバード。

「なんてマヌケ……」

　ショックの隠せない浩之に、

「また今度の時にでも、寄ればいいだろう」

　あの時の沢地のフォローが、もしかしたら、決定打、だったのかもしれない。

　今度というのは、次があるということで、また、こうしてふたりきりで出掛けることがあるかもしれないということで、それは、あのジェットコースター並に、浩之の気持ちを激しく揺さぶったのであった。

　沢地の何げない一言が、こんなにも浩之の気持ちを搔かき乱す。沢地の一挙一動に、こんなに気持ちが搔き乱される。

　調子に乗って、何度も肩を抱いたりしたからいけないのだ。

　手の内なかに、沢地の感触が、濃く、残っている。

　とうの昔に限界で、危ないくらいの衝動をどうにか抑え続けられていたのも、ハンドルを握っていることで、安全運転をせねばならない義務感が、何より優先していたからだ。こんな状態で、ふたりっきりで沢地の部屋にいたりしたら、何をしでかすか、自分に自信が、まるきりなかった。

「でも、疲れただろう？　ひと休みしてから──」

「今夜は遠慮しておきます」

「そう……」

　強く断られて、沢地もそれ以上、勧められなかった。「それじゃ、気をつけて」

　ドアを押し開き、車を降りる沢地を、浩之は無言のまま見送った。

　黙っていないと、きつくハンドルを握りしめていないと、もう、箍タガが外れてしまいそうだった。

　今日一日で、はっきり自覚してしまった。否定のしようもない。浩之は沢地に恋している。そのすべてを自分のものにしたいくらい、沢地が欲しかった。

　沢地の姿がマンションの入り口に消えても、しばらく浩之は動けなかった。

「告白するなら、辞職覚悟だぞ」

　きっと問題になるだろう。

　沢地はＴ企画にとって、大事な大事な財産なのだ。浩之の代わりはいくらでもいるが、沢地の代わりはいないのだ。

「こんな俺でも、一応、出世コースに組み込んでもらってるんだもんな。会社を辞めたくなんか、ないよな」

　浩之はハンドルにきつく額を押しつけると、「でも俺、隠し通す自信がない……」

　苦しげに、呟つぶやいた。

　こんなにアッサリ、恋におちてしまうなんて。しかも、どんなに綺き麗れいでも、相手は男なのだ。

「どうすりゃいいんだ、俺……」

　ハンドルに強く額を押しつけた時、ガチャリと、ドアが鳴った。

「!?」

　驚いて顔を上げた浩之の目に、ドアを開けて、こちらを覗のぞき込んでいる沢地が映った。







「ど、どうしたんですか、沢地さん」

　狼ろう狽ばいを隠しきれずに、浩之が訊きく。

「どうかしてるのは、きみの方だ。部屋のカーテンを引こうとしたら、まだ車が止まってるから、体の具合でも悪くなったのかと心配になって見に来たんだ。案の定、調子が悪そうじゃないか」

　ナンテコトダ……。

　沢地は助手席に乗り込むと、

「無理しないで、部屋で休んでいくといい」

　浩之の腕をそっと引いた。

　沢地に触れられて、体が炎を吐くように熱くなる。自制心が、熱で溶けてしまう。

「お、俺に触らないでください」

　浩之は必死に、沢地の手を払いのけた。

「七瀬くん？」

　沢地は不意に不安になって、体をよじって、俯うつむいた浩之の顔を下から覗き込んだ。

　触れそうに近づいた、顔。

　たまらずに、浩之は車から飛び出した。

「七瀬くん！」

　開け放したドアから、沢地が叫ぶ。「待ってくれ！　こんな所に車を放置してったら、レッカーに持ってかれちゃうぞ！」

　え？

「わたしは車の動かし方を知らないんだ！」

　浩之はハタと立ち止まり、仕方なく、車に戻った。

「お帰り」

　沢地がニッコリ笑って、迎えてくれる。

　まったくもってこの人は、知能犯だ。

「──これ、まだローンが残ってるんです」

　浩之は溜ため息いきを吐いて、沢地を眺めた。「だから、まだ、会社を辞めるわけにはいかないんです」

「？」

「沢地さん、七瀬は使えないって、広岡課長に言ってください」

「え……？」

「特務、辞めさせていただきたいんです」

「今更何を。第一、きみ、わたしの左目の──」

「約束を平気で破るような、そういう最低な男なんです。だから──」

「特務を辞めたがる、本当の理由を教えてくれなければ駄目だね」

　この人は……。何も、こんな時に強気を発揮しなくとも……。

　苦笑して、浩之は仕方なく、打ち明けた。

「俺、沢地さんが好きなんです」

「わたしも七瀬くんが好きだよ」

「そんなんじゃなくて！」

「あ……」

　いきなりきつく抱きしめられ、沢地は浩之の腕の中で逃れようともがいた。「七瀬くん！」

「好きの種類が、違うんですよ」

「離してくれないか！──息が、苦しい」

　言われるまま、あっさりと、浩之は沢地を離す。

　沢地は乱れる呼吸を整えながら、

「理由はわかった。そういう意味だったんだ、呆あきれたな。──広岡課長には、連絡しておく」

　言い捨てて、ドアを開けた。

　出て行こうとする沢地の腕を、浩之は力任せに引き戻した。

「何を──」

　抵抗する隙すきも与えず、浩之は沢地の唇にきつく唇を押しつけた。

　パン！　と頰ほおが鳴る。

　打たれた頰に手を当てもせず、打たれた拍子に一瞬ひるんだものの、浩之は再び、力ずくで沢地の唇を奪った。

　これでもう、二度と会えないから。悲しいかな、本気だったから。

「やめ……」

　合わせた唇の隙すき間まから、沢地が抗あらがう。

　浩之の本気の口づけに、沢地は混乱し始めていた。浩之の悲しいくらいの決断が、奪われた唇から、じかに胸に、伝わってくる。そして、礼儀知らずで横暴な浩之のキスに、これっぽっちの嫌悪も感じていない自分に気がついた。

　ああ、そうか。

　──沢地は深く、目を閉じた。

　嫌なはずがないのだ。あの時、浩之の存在を失うことを悲しく感じたのは、沢地も浩之に魅ひかれているということではないか。浩之と自分の繫つながりが〝特務〟だけだということを、とても悲しく感じたのは、自分こそ、浩之を特別に想おもい始めていたからではないのだろうか。

「沢地さん……？」

　いきなりおとなしくなった沢地に、「あの、大丈夫ですか？」

　浩之が後悔にどっぷり瞳ひとみを曇らせて、訊きいた。

　沢地はぱっちり目を開けると、

「ずるいよ、七瀬くん」

　浩之の胸倉を、グイと摑つかんだ。「旅の恥はかき捨てと言わんばかりに、わたしを襲って。自分のしたいことだけしていなくなるなんて、許せないな」

「は……？」

「前以って断っておくが、わたしはけっこう、ヤなヤツだよ」

「あ……、それは、ウスウス……」

「へ理屈はこねるし、気まぐれだ。七瀬くん、それでもいいんだ」

「ひっくるめて、沢地さんですから」

　しょうがないと、思う。

「だったら決まりだ。強引にキスを奪った罰として、あの誓い、きっちり守ってもらおうか」

「沢地さん……？」

　浩之は耳を疑った。「それ、つまり……」

「とにかく、続きは明日だ。九時ぴったりにマンションへ来ること。一分でも遅刻したら、厳罰に処す」

「じゃあ、キスから先、してもいいんですね！」

　さっきのどっぷり後悔もどこへやら、現金にも瞳を輝かせた浩之に、固いゲンコツを喰くらわすと、

「だーれがそんなことを言った」

「たっ。──でも今、続きは明日って」

　頭を抑えて、浩之が訴える。

「きみがするのは、仕事だよ」

　沢地はニヤリと笑って、素早く車を降りた。

「沢地さーん」

　未練たらしく名前を呼ぶ浩之に、

「おやすみ、浩之くん」

　綺き麗れいな綺麗な笑顔を見せて、沢地はマンションに戻ってしまった。

「沢地さんって」

　浩之は、この期に及んで、マジで後悔し始めていた。「沢地さんって、もしかすると……」

　後は恐ろしくて、言葉にできない。

　浮き沈みの激しい、嫉しつ妬とや画策の渦巻くこの業界で、何年もトップを維持しているくらいなのだから、

「今日の難ナン癖クセなんか氷山の一角で、ヤなヤツだって、本人がああもハッキリ言うくらいなんだから、もしかしたら、相当……」

　毒を食らわば、皿までも。目には目を、歯には歯を。

　ああ、ろくな例えが浮かんでこない。

「──ま、いいか」

　浩之はサイドブレーキを降ろすと、ハザードを止めて、アクセルを踏んだ。

　沢地がどんな人間であれ、この恋心に変わりはない。第一、出会って、たった数週間しか経っていないのだ。

「そうさ、俺たち、これからだもんな」

　未来これからを、沢地は浩之に与えてくれたのだ。「それだけで、充分だよな。──そんなことより……」

　不意に、理性が銀河の彼方かなたへワープしそうなほどの、さっきの沢地とのキスを思い出して、浩之はいきなりしあわせな気分に浸ってしまった。

　そして、沢地がどんなに抵抗しようと、絶対にその先に進んでやるぞと、ひそかに決意を固めたのであった。
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「沢地さん、来週は少し足をのばして、伊い豆ずあたりに行きませんか？」

　口笛でも吹きだしそうな弾んだ声で、浩之が訊きいた。現に、ハンドルに置かれた指が、車内のＢＧＭに合わせて軽快にリズムを刻んでいる。

「伊豆？　伊豆って、静しず岡おかの？」

　あまりに唐突な申し出に、助手席の沢地はキョトンと浩之に訊き返した。

「そうですよ、もちろん」

　当然、然、と、浩之は頷うなずく。「来週あたり、熱あた海みの花火大会が始まるんじゃなかったかなあ」

　すっかり浩之のペースに巻き込まれ、いつの間にか恒例となってしまったお約束の日曜毎のデートの帰り、これでこそ本来の姿であるところの（？）渋滞している首都高を、沢地のマンションに向かいながら、浩之はえらくご機嫌であった。

　ははーん、なるほどね。

　だから沢地はピンときた。

　綺き麗れいな、この世のものとは思えぬほど綺麗に整った小造りの顔を、ニヤリと不敵な笑いで埋めて、

「花火って、夜だよねえ、七瀬くん？」

　ゆっくりと、尋ねる。

「もちろん、そうですよ」

　嬉き々きとして、浩之が応こたえた。

　下心がミエミエだよ、浩之クン。

「わたしの門限、何時だったかな？」

「──十時、ですけど」

「花火が終わって熱海くんだりから帰ってくるんじゃ、門限に間に合わないじゃないか」

「門限を破ったところで、沢地さんを咎とがめる人なんか、いやしないじゃないですか。ひとり暮らしなんですから」

　なんて反論は、この際、口にしないで水に流してしまう。

「だから！」

　にもかかわらず沢地の『門限』を遵じゆん守しゆしている自分は、他ひ人と様さまから指摘されるまでもなく、やはり、かなり、ケナゲだと思う。

　これもすべて、惚ほれた弱みというやつだ。

「だから沢地さん、土、日で宿を取りましょう！　のんびりと温泉につかって、勇壮華麗な花火を眺める！　サイコーッすよね！」

「簡単に言うけどね、七瀬くん、こんなに急では宿が取れないだろう。夏の熱海なんて、しかも花火大会の期間中は、どのホテルも旅館も、既に予約で満杯じゃないのかい」

「そのうちのひとつが、俺おれのですね」

　してやったりと、浩之がウィンクをよこした。

　──呆あきれた。

　沢地は目を見開いて、年下の、六つも年下の、六つも年下のくせに、やたらとしっかりしてて頼もしい青年を眺めた。

「いったい、いつ、予約を取ったんだ？」

「八景島の帰りです。初めてのデートの帰り、アパートに戻ってすぐに、手配をしました」

「──何ケ月前の話だい？」

「かれこれ、百年前ですかね」

　飄ひよう々ひようと、浩之が肩を竦すくめた。

　笑ってしまう。

　沢地は、頰ほおが緩ゆるんで仕方なかった。

「二ケ月も前から計画してて、予定が狂ったらどうするつもりだったんだ？」

「狂うって、俺が心変わりするとか、沢地さんが心変わりするとか、そういうことですか？」

　浩之は訊きいて、「そんなの、あるわけないじゃないですか」

　勝手にサッサと否定する。

「出世して、どこかへ転勤になって、きみがここに、いなかったかもしれない」

　軽く笑いを含んで沢地がからかうと、不意に、浩之が真顔になった。

　渋滞をいいことに、運転中なのに、助手席の沢地に振り返り、

「お言葉を返すようですが、もし転勤になってても、日曜毎に帰ってきて、沢地さんをデートに誘うつもりでした」

「転勤先が海外でも？」

「茶化さないでください」

「──七瀬くん……？」

　浩之の顔が、近づいてくる。







「どうしていきなり渋滞が解消するんだ！」

　いつもなら、もろ手を上げて喜ぶ事態が、今夜は死ぬほど恨めしい。「あんな解消の仕方、自然渋滞にあるまじき態度だ」

　突然、前の車のブレーキランプが消えたかと思ったら、堰せきを切ったように車の流れは加速を増し、あっと言う間に首都高は、時速八十キロの世界になってしまった。

「フツー、自然渋滞ってのは、徐々に、ゆっくり、解消してゆくものなんだぞ」

　ささやかなキスを恋人に贈るぐらいのゆとりは、あるものなのだ。

　幸か不幸か（？）何事もなく沢地をマンションに送り届けて、自分のアパートへ車を走らせながら、浩之はフロントガラスに向かって、散々悪態をついていた。

　今を遡さかのぼること二ケ月前、浩之は一ひと目め惚ぼれした〝上司〟に、クビを覚悟で告白した。幸い告白は一応受理されて、現在に至っているわけなのだが、なかなかどうして、コトの進展は困難を極めていたのである。

「何かっていうと、すぐに、はぐらかされちまうんだもんな」

　手を握るのも、肩を抱くのも、沢地は容易に許してくれない。キスなんて、以もっての外だ。たいがいスルリとかわされて、終わってしまうのに、「さっきは違ってた」

　そうなのだ、違っていたのだ。

　あの時、沢地は、近づく浩之を拒まなかった。それどころか、キスしようとした時、一瞬、沢地がゆるくまぶたを伏せたのに、浩之は気づいていたのだ。

「千載一遇のチャンスだったのに……」

　浩之はパシンとハンドルを叩たたいた。

　叩いて、そのまま、ギュッとハンドルを握りしめる。

「やめよう。焦らないって、決めたじゃないか」

　沢地とつきあったこの二ケ月の間に、少しずつ、色んなことがわかってきていた。

　年中はぐらかされているものの、自分は決して沢地に嫌われてはいないこと。むしろ、浩之が沢地を〝俺の恋人〟などと不ふ遜そんに放言しても、それをどこか快く感じてくれていることも、わかっていた。

　だが、踏み込もうとすると、あからさまに拒まれる。肉体的な接触が嫌だというのではなくて、メンタルな部分で、拒絶される。

　おぼろげながら、理由は、わかっていた。

　沢地の心の中には、浩之以外の誰かが、もう、住んでいるのだ。そいつのせいで、沢地は浩之を受け入れきれずにいるのだ。

「でも絶対、沢地さんは俺に惚ほれてるはずなんだ」

　目め敏ざとい沢地が、

『俺が心変わりするとか、沢地さんが心変わりするとか、そういうことですか？　そんなの、あるわけないじゃないですか』

　などという浩之の問題発言を、否定もせずに放っておくはずがないのだ。況ましてや、一泊どまりの熱海旅行を、結局は承諾したりしないはずなのだ。

　浩之の下心。見抜いて、それでもＯＫしてくれた。だから、沢地は絶対に、浩之を好きなのだ。

「なのに、別の誰かが、沢地さんの心の中にいる」

　まるでその人に遠慮しているかのように、沢地は浩之を拒むのだ。まるで、浩之に魅ひかれる自分を、セーブしようとしているかのように……。







　高いマンションの窓から、ぼんやりと夜景を見下ろしながら、沢地は知らず、溜ため息いきを吐いていた。

「断るべきだったんじゃないだろうか」

　肩を窓ガラスに押しつけて、そっと腕を組む。

　困惑気味に俯うつむくと、しなやかな細い髪が揺れて、サラリと端正な横顔を覆った。

　失ってしまった左目を隠すように、肩まで伸びた髪が濃い影を作る。

「あれで七瀬は理性の強い男だからな」

　毎日のようにここへ、この部屋に仕事で訪れていながら、一度も泊まっていったことはない。姑こ息そくな小細工を使って、沢地に触れるような真ま似ねはしたことがない。

　その浩之が、半ば強引に熱海行きを決めた。それは、ふたりきりの夜を過ごしたいと、沢地に申し出たのも同意である。

「それでもあいつは、いざとなれば、わたしの意思を尊重してくれるんだろうな」

　浩之の好意を逆手に取ってる。「──我ながら、嫌な男だ」

　端はなから拒むつもりでいるのに、浩之の下心を承知で、旅行に同意した。

　浩之は、沢地が土ど壇たん場ばではぐらかせば、黙って、はぐらかされたままでいてくれるのだろう。

　今までも、ずっとそうだった。彼は、持ち前の勘の良さで、気づいていた。どうすれば無理なくふたりの距離を縮められるのか、浩之は知っているのだ。

　浩之は、結局は沢地に道を譲る。その優しさに触れるたびに、沢地の気持ちは浩之へとかしいでゆく。浩之と一緒にいる空間の心地良さに、切ない想おもいが胸を一杯にしてゆく。

　──自分は今、生まれて初めての恋をしていた。初めての恋といっても〝初恋〟ではなく、ついぞ味わったことのない、切なさとしあわせ感を併せ持つ、不思議な輝きに満ちた、恋をしているのだった。

「温泉に行くなんて、何年ぶりだろう」

　浩之とふたりで行く旅行なら、どんな場所でも楽しいに違いない。「まあ、手をつないで歩くぐらいだったら、許してやってもいいか」

　あのひたむきな情熱に免じて、それくらいは譲歩してやろう。

「まったく、いつ栄転して、どこへ飛ばされてしまうかもわからない『特務』に就いてる自分の立場も弁わきまえず、二ケ月も前から旅館を取るなんて、計画性があるというのか、ないというのか……」

　笑ってしまう。

　なんだって彼はああ、無防備なほどにまっすぐなのだろう。

「あいつには将来の不安なんてないんだろうな」

　と、出し抜けに、リビングの電話が鳴った。

　沢地は壁の時計を見た。

「一時を回ってる。誰だろう、こんな遅くに」

　早寝早起きで有名な沢地のマンションに、日曜の（正確には月曜の）真夜中に電話をかけてよこす非常識な人物しりあいの、あてがない。

「いたずら電話だろうか」

　さもなければ、緊急事態発生か。

　受話器を外そうとした沢地は、しばし躊躇ためらって、三回目のコールで留守番電話のスイッチを入れた。

　やがてコールが途切れ、機械的な決まり文句が流れると、合図のブザーのあとで、賑にぎやかな雑音が飛び込んできた。

『もしもし』

　雑音にのって、聞き覚えのある声がスピーカーから流れ出した。

　沢地はギクリと、電話を見下ろす。

「隆介……」

『アツシ、元気にしてるか？　久しぶりだな、バカンス以来か？　急なんだが、来週、週末に、仕事の関係で日本に行くことになった。会いたいんだ、時間を作ってくれないか。土曜の午後に成田に着く。そのままマンションに行くから、できれば、いて欲しい。──遅くにごめん。それじゃあ、おやすみ』

　声が切れると同時に、騒々しい雑音も、プツリと止んだ。







「七瀬くん」

　集中管理課に向かう廊下の途中で、浩之は先輩の石いし井い洋よう子こに呼び止められた。「良い所で会えたわ。この企画書、来月からの新しい仕事なんだけど、沢地先生にご都合をうかがってきてくれないかしら」

「はあ……」

　浩之は書類を受け取って、小こ脇わきに挟む。

「返事は来週までで良いんだけど……、って、聞いてないでしょ、七瀬くん」

「えっ、そんなこと、ないですけど」

「恋人にでもふられたの？」

　洋子の他愛ないからかいに、浩之は本気でドキリとした。のを、見逃す女性ではないのである、石井洋子という人物は。

「良ければ相談にのるわよ」

　内心ウキウキしているのをおくびにも出さず、心配そうに繰り出した。

「いや、たいしたことじゃ……」

　浩之は小さく手のひらを振って、だがこの落ち込みは、どうにも誤魔化しがききにくく──。

「やあねえ」

　洋子はさすがに苦笑して、「集中管理課の女の子たちが、ここ数日、なんだか七瀬くんの様子がおかしいって心配してたけど、本当なんじゃない。どうしたのよ、そんなに落ち込んじゃって。七瀬くんらしくないわよ」

「そうですか？」

「そうですだわよ。──もしかして、沢地先生の所で何か失敗でもしたの？」

　沢地の一言で、またしても浩之は、ナーバスになってしまう。

　ひたすら落ち続ける浩之の肩に、

「ちょっと、しっかりしてよ。やーねえ、そんなにイチイチ落ち込まれたら、洒しや落れにならないじゃない」

　洋子は浩之の腕をむんずと摑つかむと、「時間、あるんでしょ。喫茶室で、コーヒーおごったげる」

　強引に歩き出した。







「たまには外食もいいもんだろう？」

　静かにクラシックが流れる、レストラン。

　諸麦は、ゆっくりと、昼食あとのコーヒーをすすりながら、お気に入りのアールグレイの入ったティーカップを両手で包み込むように持って、静かに口に運ぶ、人形のように美しい友人に尋ねた。

「そうだね、たまには、いいかな」

　応こたえながら、つい、笑ってしまう。

「あれ、もしかして、珍しくもないわけか？」

　週末ごとの男同士のデートでは、外食しなければ絶食状態になってしまう。沢地も浩之も、残念ながら、料理が得意などという建設的な趣味は持ち合わせていなかった。

「アヤシイぞ、出無精の権化みたいな沢地が、どうしたことだ？」

　からかう友人に、沢地は唇の端でちいさく笑って、

「さあ、どうしたことだろう」

　紅茶を一口飲んだ。

「深くは追及しまい、プライベートだからな。──だが沢地、それと、大おお倉くら商事系列の新築ホテルの仕事を断ったのと、関係があるんじゃないだろうな」

「まさか。あんな大口の仕事は、今のわたしには手に余る。だから、断っただけだ」

「向こうのたっての希望を蹴ってまでか？　社長は、今の仕事を全て保留にしてでも、大倉商事の件を受けて欲しいとおっしゃってたぞ」

「相変わらず無理を言う人だ」

「そうか？　──大倉商事は今回のホテルを核にして、やがては系列ホテルを全国展開させるつもりでいる。そのファニチャーを『Ｔ企画』で一手に引き受けられたなら、会社にとっても、もちろん沢地にとっても、かなりな収益になるだろう」

「そんなものは、要らないよ」

「言うと思った」

　諸麦は、からかい混じりに目を細めてコーヒーを飲むと、やがて真顔で、「だが大倉商事は沢地ブランドを欲しがってる。会社の意向は、伝えたとおりだ。もう一度、考え直してみてくれないか」

　と言った。

　細く息を吐きながら、手の中のカップに視線を落とした沢地は、

「……やっぱり、しばらくは、大口の仕事は引き受けられない」

　俯うつむいたまま、告げた。「済まないが、諸麦から社長に、うまくとりなしてくれないか」

「──どうした、お前、おかしいぞ」

　諸麦は不審気にテーブルに身を乗り出すと、「Ｔ企画としては、大事な沢地御大にムリな仕事はさせてないはずなんだがね。今回の大倉商事の件にしても、お前の器で受けられないはずがない。それを断るとなると、まるで、成果の上がる仕事をわざと避けてるみたいだぞ」

「そんなこと──」

　とっさに視線を上げた沢地は、長いつきあいの諸麦ゆうじんの、仕事抜きで自分を慮おもんぱかる視線にぶつかった。

　あんな眼まな差ざしで、包み込まれるように静かに見つめられたら、噓うそがつけない。

　沢地は言葉を失ってしまった。

　諸麦は椅い子すに座り直すと、

「なあ沢地、原因は特務の七瀬か？」

　優しい口調はそのままに、いきなり、図星を刺してきた。

　長い睫まつげが、白く抜けるような頰ほおに濃い影を落とす。

「七瀬くんは、関係ない」

「そうだよな。期待にたがわず、よくやってるよな、彼は。あいつが特務に就いてるから、仕事がやりにくいってことは、ないよな」

「あるわけない」

　沢地は即答して、苦笑した。

　諸麦の言わんとしていたことは、沢地の危き惧ぐとは別のものだった。

「七瀬と言えば、あいつ、今週に入ってからやけに元気がないんだよ。ひどくぼんやりしていて。お前の所で粗相をしでかしてやしないかと、少し心配してたんだ」

「そんなことは、──うん、大丈夫だ」

「そうか？　それならいいが。今の七瀬は微妙な位置にいるからな。うまくやれば出世コース、下手をすれば、一生、平社員だ」

「その責任の一端をわたしが担っていると、そう言いたいんだろ、諸麦」

「そこまでは言わないが」

「大倉商事の仕事を無事にクリアして、そうなったら、七瀬くんに用意されてる次のポストは何なんだい」

「おそらく、ニューヨーク支店の進出プロジェクトのリーダーか、副リーダーというところかな。内々の話だから、確定ではないが」

「ニューヨーク？　海外へ、転勤になるのか？」

「そうなれば、七瀬にとっては、特務に次ぐ、異例の大だい抜ばつ擢てきってやつだよな」

「──ニューヨーク……」

「早ければ、秋口。遅くとも、年内には動きがあるんじゃないのかな。まあ、七瀬のことはともかく、大倉商事の件、考え直してみてくれよ。──な？」

　促す諸麦に、仕方なく、沢地はゆっくりと頷うなずいた。







「つまり、仕事上の悩みだってわけ？」

　私にウソや誤魔化しは通用しなくてよ。と顔に書いて、洋子が念を押すように尋ねた。

　その疑いたっぷりな口ぶりに思わず顎あごを引いてしまったものの、あながち外れてもいないので、浩之はそれで押し通すことにしてしまった。

　恋しい、恋しくてならない沢地は、現在、浩之の直接の上司なわけで、その沢地に対する悩みなのだから、これは仕事の悩みと言えなくもないのではないかと。──結構、こじつけがましいが。

　謎ばかりの、沢地の過去。

　いくら優秀な会社のコンピューターでも、どんなに浩之がパソコンを扱う名手でも、インプットされてない情報は引き出しようもなく、

「石井さんは何かご存知じゃないですか、沢地先生の目のことで」

「左目の義眼のこと？」

　さすが、Ｔ企画で右に出るものはいないと言われている、情報通の女性だけはある。打てば響くとは、まさしくこのことだ。

「私もそんなに詳しく知ってるわけじゃないけど、沢地先生が高校生の頃、友人同士のケンカに巻き込まれて、別の人を狙ねらったはずの拳こぶしに直撃されて、左の眼球を潰つぶしてしまったとかって聞いてるわ」

　浩之は、一瞬、左目に激痛が走ったような錯覚に陥った。

「つまり、沢地先生は被害者だってことですよね。だとしたら、加害者がいるってことですよね」

「まあ、そうなるかしら」

「俺、今までに一度も、沢地先生が失った左目に関して恨みがましいことを言ったのを、聞いたことがないんです。それは、沢地先生は加害者を恨んでないってことなんでしょうか」

「さあ、私、個人的には沢地先生とは特に親しくないから。そういった立ち入った質問は、卓に訊きけばいいんじゃない？」

「卓？」

「あ、諸麦チーフ」

　洋子はふふふと笑うと、「あの人も、いつまでも独身でいないで、そろそろ身を固めた方が良いのにね」

「はあ……」

　ね、と促されても、浩之は返事に困ってしまう。

「三十過ぎたっていうのに、まだグズグズ結婚もしないでフラフラしてて。あ、結婚と言えば、沢地先生、学生時代からおつきあいしてる人がいるって噂うわさは、聞いたことがあるわ」

「えっ？」

　浩之は驚きに、目を見開いた。

「沢地先生、年に決まって一度は、二、三週間くらい、まとめて休暇を取るでしょう？　ほら、七瀬くんが特務に内定した頃、丁度それにぶつかったじゃない」

　思い出した。突然沢地のマンションへ、顔合わせのために呼び出されたのは、しばらく留守にするからだと、そう沢地が説明していた。

「行き先はいつもヨーロッパのどこか、なのよね。私も何度か、飛行機のチケットの手配を頼まれたことがあったから」

「ヨーロッパのどこかに、沢地先生の恋人が住んでるって、そういうことですか」

　膝ひざが、震える。

「そうね、そういうことになるのかしらね」

　旅行の約束を取りつけた翌日、月曜の朝、いつものように沢地のマンションを訪ねた浩之に、沢地はアッサリと、

『七瀬くん、ごめんね、熱海の一泊旅行、行けなくなってしまったんだ。週末に、急に予定が入ってしまって。済まないが、誰か別の人を誘って、行ってきてくれないか？』

　キャンセルは、浩之の邪よこしまな下心を打ち砕いただけじゃなく、

「あれだけステキな人ですものね、恋人のひとりくらいいたって、別段不思議ではないけれど──、七瀬くん!?」

　浩之は喫茶室を飛び出した。

　初めてのキャンセルで、キャンセルされたのは旅行だけじゃないかもしれない。

　今の今まで、浩之は沢地が隠している誰かに勝っていると信じていた。だが、外出を嫌う沢地が、年に一度とはいえ、わざわざヨーロッパまで会いに行くほどの相手なのだ。

「沢地さん、急な用事って、何なんだよ」

　低く呟つぶやきながら、嫌な予感に急せかされるように、浩之は駐車場に向かっていた。







「ごちそうさま、久しぶりに一緒に食事ができて楽しかったよ、諸麦」

　車がマンションの下に着くと、沢地が言った。

「こちらこそ。良い返事を、会社になりかわってお待ちしてます」

「よく言うよ」

　笑って、沢地がドアを開けて外に出ようとした時だった。

「あれ、七瀬だ」

　不意に、諸麦が声を上げた。

「え？」

　沢地も手を止めて、諸麦の視線の先を追う。

　マンションの入り口に、浩之が人待ち顔で、立っていた。

「おかしいな、あいつ、今日は一日、会社に詰めてるはずなのに」

　そうなのだ。今日は、浩之はここへは来ないことになっていたのだ。

「急用でもできたのかな」

　沢地はできるだけ、さりげなく、そう言った。

　視界に浩之をみつけて、それだけで勝手に心が弾んでしまう。けれど、諸麦にはまだ悟られたくないから、沢地は普通のふりをした。

　熱海行きを断ってから、何となくふたりの空気がぎくしゃくしていた。浩之は遠慮がちに沢地に接して、だから沢地も、いつものように軽く彼をあしらえなかった。

　浩之は、僅わずかだけれど、自分と距離を置こうとしていた。それが、胸を、ちいさく痛める。

「それじゃ諸麦、後で連絡するから」

　軽く手を振って、沢地は車を飛び出した。

　驚いたようにこっちを見ている浩之へ、踊るような足取りで小走りに寄る沢地の背中に、

「伊だ達てに何年もつきあってるわけじゃないんだぞ」

　諸麦は指で拳けん銃じゆうを作ると、「相変わらず、水臭い男だよ、お前は」

　狙ねらいを定めて、パンと撃った。

「どうにかしろよ、その性格」

　苦笑して、車を出す。

「──やあ七瀬くん。こんな所で、何してるんだい？」

「沢地さん、諸麦チーフとご一緒だったんですか」

「今朝、電話をくれてね、たまには外食も良いだろうって、昼食に誘ってくれたんだよ。それより──」

「これ、来月からの仕事の企画書です」

　沢地の言葉を遮って、浩之は大判の茶封筒を沢地の胸へ押しつけた。

「え？」

　当惑気味に浩之を見上げる沢地に、

「これをお渡しするのを口実に、会社を出てきました」

「七瀬くん……？」

「教えてください。俺、旅行をキャンセルされた理由が知りたいんです。一度は受けてくれたのに、どうして断られなくちゃならないんですか」

「クーリングオフだって、七日以内なら有効だろう？」

「俺とのデートは訪問販売ですか。──って、こんな時に、冗談なんか言わないでください」

「じゃあ訊きくけれど、七瀬くん、きみとわたしは、今まで、毎週毎週、欠かさずに会ってたじゃないか。この二ケ月、欠かさず、だよ。それだけわたしを拘束しておいて、たった一度キャンセルされたからって、どうしてそんなに目くじらをたてるんだい？」

「そんなの決まってるじゃないですか。俺が、沢地さんを好きだからですよ」

「好きなら、どんな不ぶ躾しつけな態度に出ても許されると、そう言いたいのかい」

「違います、そんなんじゃないです」

「帰ってくれ」

「沢地さん……」

「きみみたいなわからずやの相手をしている暇はないんだ、用は済んだだろう、さっさと会社に帰りたまえ」

　沢地は追い払うように茶封筒を振ると、浩之の脇わきを抜けてエレベーターに向かった。

「待てよ！」

　浩之は大おお股またに沢地を追いかける。

　エレベーターの扉の前で、箱を呼ぶために立ち止まった沢地の肩をグイと摑つかみ、

「わからずやは、あんたの方だ」

　低く、言う。

　チンと音がして、扉が開いた。

　無言のまま、浩之の手をふりほどいて箱へ乗り込もうとする沢地の背中に、

「諦あきらめないからな。どんな事が起きたら、俺との約束が反ほ故ごになるのか、俺には知る権利があるんだからな」

　ゆっくりと閉じてゆく扉へ、強い口調で、浩之は告げた。

　体の脇で、きつく握りしめた拳こぶしが震えていた。

　振り返りもしなかった沢地。

　拒絶は、絶望にも似て、浩之は扉の前に立ち尽くしたまま、動けなかった。







　７




「おや、随分と早い帰社だったね」

　ひょっこり声をかけられて、浩之はギクリと顔を上げた。

「諸麦チーフ……」

　集中管理課の浩之のデスク、椅い子すに座ったまま、ぼんやりとパソコンの画面を眺めていた浩之は、いつの間に諸麦がそばに来ていたのか、ちっとも気づかずにいた。

「へえ、これが沢地の年間スケジュールか」

　興味深げに画面を覗のぞき込み、「やっぱり大倉商事の仕事は入ってないんだねえ」

　諸麦は、さも残念そうに言った。

「大倉商事、ですか？」

　浩之の質問には取り合わず、諸麦はどんどん会話を進めて行く。

「それにしても、一ケ月に一本か二本とは、かなりゆとりのあるスケジュールを組んでるんだね、七瀬くん」

「はあ、沢地先生は量産のきくタイプじゃないんで、じっくりしっかり、の路線で行くことになってまして」

　それでなくとも目を酷使する仕事なのだから、片目がすべての沢地に、無理など、絶対にさせたくなかった。

「それで、その皺しわ寄よせをこっちによこしてるわけだ」

「えっ、そ、そんなつもりではありませんが」

　焦る浩之に、

「冗談だよ」

　諸麦は軽く笑って、「済まないが七瀬、沢地の向こう三ケ月間のスケジュールを、空白にしてくれないか」

「は？」

「そこに、この企画を組み込みたいんだがね」

「ですが諸麦チーフ、ついさっき、石井さんから来月の企画書を渡されたばかりで……」

「それもキャンセルさせるから大丈夫だよ」

「大丈夫と言われましても……」

　こんなにいきなりでは、不安になるなと言う方が無理である。「上は、了解してるんでしょうか」

「もちろん。社長命令だからね」

　浩之はびっくりして、改めて諸麦の手の中の、ホチキスで閉じられた書類に目を落とした。

「つまり、社長から諸麦チーフ経由で、沢地先生へ直々のお達し、ということなんですか？」

「そういうことなんだが、沢地のヤツが、これを蹴けるんだよ」

「はあ？」

　話が見えない。「じゃあ沢地先生は、既にこの件はご存知なんですね」

「そう。今日も会って、この仕事を受けるように説得したんだが、どうも手て応ごたえはかんばしくない」

「そんなにおかしな仕事なんですか？」

「まさか。むしろ、沢地の得意分野だ」

「だったらどうして──」

「どうしてだと思う？」

　反対に訊きかれて、浩之はそれこそ答こたえに詰まってしまった。

「と、訊かれましても……」

「ここだけの話だがね。七瀬、沢地はこの大倉商事の仕事だけでなく、この数ケ月、企画書を通さない以前の、内々の打診の時点で、大口の仕事はことごとく蹴ってるんだよ」

「そうだったんですか!?」

　知らなかった。──と言うより、誰からも、何も、知らされてなかった。

「正確に言えば、きみが特務に就いてから、沢地はこれといった目立った仕事は、まるきり受けなくなってしまったんだ」

「どうしてですか？」

「どうやら沢地は、きみに出世させたくないらしい」

「おっしゃってる意味が、よくわかりませんが……」

　言いながら、浩之は鼓動が激しくなるのを止められなかった。

「わからなくていいよ。だがね、それでは会社は困るんだ。沢地にもきみにも良い仕事をしてもらわなければ、雇っている意味がない」

「──わかりました、沢地先生に、この仕事を受けるよう、すすめてみます」

「済まないね、きみには損な役回りだ」

「そんなことは──」

　と言いかけて、浩之はやっと気がついた。

　諸麦は、沢地と浩之のことを、知っているのかもしれない。

　不意に口を噤つぐんだ浩之に、

「あいつは昔から、物にこだわらないというか、執着心の薄い男でね。左目を失ったことですら、それはそれで仕方がないと納得してしまうような、表現は悪いが、薄情というか淡白というか、まあ、そのようなものなんだ」

　諸麦は大倉商事の企画書をデスクに滑らせて、「仕事に対しても同じでね、あんなに才能があるのに、決して独立は考えない。大志は抱かず、欲もかかず、来るものは拒まずに、去るものは追わないんだよ。──だから正直に言うと、きみとのことは驚いている。沢地はきみが出世して特務でなくなることを、極力避けようとしているんだからね」

「諸麦チーフ……」

「友人としては、応援してやりたいのは山々だが、仕事絡みでは、そうもいかない」

「はい」

「本当に、済まないと、思ってるんだ」

「大丈夫です」

　浩之は、ニッコリと笑った。「そんなに気になさらないでください。第一、これが成功したからと言って、必ずしも俺おれが栄転になるとは限らないんですから」

「あ……、まあ、まあ、そうだね、うん」

　ところが、（実は）結果はどうあれ、この秋には浩之のニューヨーク行きが、ついさっき、ほぼ百パーセント確実に決まってしまったことは、今は内緒にしておいた方がいいかもしれない。

「いくら仕事の上とはいえ、これ以上、悪者にはなりたくないもんな。──今は」

　こっそり呟つぶやいて、諸麦は浩之のデスクを後にした。

「なんだ……」

　安あん堵どの溜ため息いきと共に、浩之はデスクに指を組む。「ちゃんと両想いだったんじゃないか、俺たち」

　浩之の勝手な推量でなく、本当に、沢地も浩之を特別に想ってくれていたんじゃないか。

　ホッとして、何な故ぜだか目頭が熱くなってきた。

「なのに俺、沢地さんの好意を疑ったんだ」

　そんなつもりではまるきりなかったけれど、結果的にはそういうことになってしまった。

「キャンセルの理由がわからなければ納得できないなんて、とんでもなく不ふ遜そんだったな、俺」

　沢地が怒るのも、無理なかったのだ。

　過去がわからなければ、恋できないわけではない。沢地の心に誰かがいても、それと浩之が沢地を好きなことは、関係ないではないか。

　心の中に別の人がいて、それでも沢地は、いつも浩之へ最善を尽くしてくれていたのに。

　浩之は、自分の気持ちで手一杯で、沢地にわかってもらいたがってばかりで、言葉にしないところで、どんなに沢地が自分に心をかけてくれていたのか、これっぽっちも考えずに、むしろ彼の誠意を踏みにじってしまったのだ。

「とんでもない馬鹿だ、俺……」

　守るつもりでいたのに、傷つけてしまった。

　浩之は新しい企画書を持つと、パソコンの主電源を切って、椅子から立ち上がった。







　玄関のチャイムが鳴った。

　沢地は書類からハッと目を上げると、随分長いこと眺めていたのに、一行も読んでなかった自分に気づき、苦笑した。

「やれやれ……」

　頭を振って、ソファーから立ち上がる。「どちらさまですか」

　鉄の扉越しに尋ねると、

「七瀬です」

　沢地はギクリと、身を竦すくませた。

　ひとつ、大きく息を吐いてから、チェーンを外し、鍵かぎを開ける。

「ごめん！」

　ドアが開くのと同時に、開口一番、浩之が謝った。「俺が悪かったです、許してください！」

　深く頭を下げる浩之に、沢地は面食らって、

「何もこんな所で……。とにかく、中に入りなさい」

　促す沢地の腕を引き寄せ、

「ごめん、わからずやは俺の方だった」

「七瀬くん……」

「たった一度のキャンセルが、未来永えい劫ごうのキャンセルみたいに思えて、俺、不安だったんだ。沢地さんが、俺じゃなくて、ヨーロッパにいる恋人とかを選んだような気がして、たまらなかったんだ」

「ヨーロッパって、きみ……」

「学生時代からつきあってる人が、ヨーロッパのどこかに住んでるって、聞いたんだ」

「驚いたな、いったいどこで、そんなこと……」

「具体的に存在を知ったのは、つい最近だけど、なんとなく、わかってた。沢地さん、ずっとそいつに操をたててる。熱海の一泊旅行を承知してくれたのだって、別に、俺と一線を越えるのを了解したからってわけじゃ、ないんだろう？」

「──そうだね」

「キャンセルの理由は、もう訊きかない。でも俺は、沢地さんと熱海に行きたい」

「また、そんな無茶を──」

「無茶なもんか。だいたい、無神経だよ沢地さん。沢地さんのために必死になって予約した旅館に、どうして他のヤツと泊まれるんだよ。どうして他のヤツと行けなんて、簡単に言うんだよ。沢地さんと行けないんなら、俺はひとりで行くよ。沢地さんこそ、俺が他のヤツと一泊旅行なんかして、心配じゃないのかよ」

「──そこまで、考えてなかった。単に、もったいないなと思って……」

「そんなこったろうと思った。沢地さん、どんな急用ができたか知らないけど、何い時つになってもいいから、熱海に行こうよ」

「花火を見るのが目的だろう？　何時でもいいわけじゃない」

「そんなのただの口実だよ、わかってんだろ？」

「ごめん、頼むから、これ以上、駄々をこねないでくれないか」

　しかも、玄関先で。

「そんなに大切な用事なのか？」

「ああ」

「俺と一緒にいるよりか？」

「七瀬くん」

「俺よりそっちが大切なんだな」

「困らせないでくれ」

「わかったよ」

　浩之は視線を外して、肩で息を吐いた。「わかった。その代わり、この仕事を受けてもらう」

　浩之が黒革の書類ケースから取り出した書類に、沢地は愕がく然ぜんとした。

「これ、七瀬くん……」

「大倉商事の、ホテルのファニチャーの仕事です。先程お渡しした書類は無効になりましたから、破棄してください。今現在の仕事も、今週一杯で他の方に引き継ぎますので、来週から早速、取り掛かっていただきます」

「きみ……」

「沢地さんに俺より大事なものがあるんなら、俺が出世しようと、栄転しようと、関係ないだろ？　──選べよ、熱海か大倉商事の仕事か、沢地さんが選べよ」

「どっちも無理だ」

「俺は熱海で待ってるから。聞き間違えるなよ、熱海に行ってる、じゃなくて、俺は待ってるから、だから、後は沢地さんが選べよ」

「無理だ、七瀬くん……」

「無理なもんか」

「熱海には、行けない」

「来いよ！」

　浩之は叫んで、書類を沢地へ突きつけた。「俺を選べよ、馬鹿野郎！」







　馬鹿はどっちなんだか……。

　旅館の窓から華やかな花火を見上げながら、浩之は何度目かの溜ため息いきを吐いた。

　沢地は結局、約束の電車の時間に、ホームに現れなかった。最終の踊り子号、指定席だから、浩之は仕方なくひとりで電車に乗り込んだのだ。

　宿に到着してから、早、二時間。もうじき最後の大玉が、有終の美を飾る頃である。なのに、まだ沢地は宿にも現れていなかった。

「今度こそ、ふられたかな」

　不ふ遜そんな態度を反省した矢先に、更に不遜なセリフを吐き、これを馬鹿と言わずして、何と言おう。

「泣きそうな、顔してたっけな」

　大倉商事の書類を突きつけられた時、沢地の、表情を映す唯一の瞳ひとみが震えていた。「今頃、何してんだろ」

　沢地さん。

　切なくて、名前を口にできない。口にした途端、情けなくも浩之こそ、泣いてしまいそうだった。

「やんなっちまうな、もう」

　なんて未練がましい自分。

「失礼します」

　静かに襖ふすまが開いて、仲なか居いさんが顔を出した。「そろそろお膳ぜんを片付けさせていただきたいんですが、よろしいでしょうか」

　手つかずのまま残されている、ひとり分の懐石料理。もちろん、沢地の分である。

「──お連れの方、お見えにならないようですね」

　仲居さんが、それとなく、訊きく。

「ですね」

　手早く片付けられてゆくお膳を眺めながら、浩之はやっと、気持ちにケリをつけることができた。

　現れない、沢地淳。結論は、出てしまった。

「海岸線を散歩でもなさったらいかがですか？　少しは気分が晴れますよ」

　温かい仲居さんの言葉に、浩之は素直に従うことにした。片付けを任せて、浴衣ゆかたに旅館の名前を染め抜いた羽織りをはおって、外に出る。

　旅館を出て、急な下り坂を繁華街へと降りてゆく途中で、最後の一発を見た。それが合図のように、人の波が海岸線から引き上げてくる。

　その人波に、ひとり逆行しながら、浩之は海へと向かって行った。

　一方通行の道路を横切り、人気のない、海に出る防波堤の階段を上ろうとした時だった。後ろを通り過ぎた乗用車が急ブレーキで止まり、

「こら！」

　中から、いきなり怒鳴られてしまった。

　夜の闇に、赤いテールランプが浮かぶ。

　ここは上っちゃいけなかったのかと、そっちへとペコリと頭を下げて謝罪の意を示したのだが、あろうことかドアが開いて、人が出てきた。

　すわ、以前、巷ちまたで問題になっていた衝動殺人かと、階段の途中で身構えた浩之に、

「駄目じゃないか、ひとりで勝手に出歩いたら。きみにはわたしを守る役目があるんだろう？」

　え……？

　浩之は、硬直して、動けなくなった。

　この声、これって……。

　車から降りてきた人物が、ゆっくりと、こちらに近づいてくる。

　シルエットが実像に変わる頃、浩之は本当に泣いていた。

「どうしたんだい？　来いって命令したのは、きみだろう？」

　沢地は笑って、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ浩之の頰ほおに、手を当てた。

「そ、そうですけど……」

　浩之の目の端で、沢地を乗せてきた車が走り去る。唐突に灯ともる、頭上の明かり。品川ナンバーの、黒塗りのハイヤーだった。

「着流し姿も仲々イキだね、七瀬くん」

「どうしてここにいるんですか、沢地さん」

「どうしてって、この一方通行を通らないと、車で市内へ入れないからだよ」

「そういう意味じゃなくて」

「でもまさか、ここで偶然、きみに会えるとは思わなかった」

　沢地はちいさな子供のような表情で、微ほほ笑えんだ。

　それだけで、胸がキュンと痛む。

「ホントに来てくれるなんて、俺……」

「感動しただろ？」

「こういう時に、そういう訊きき方って、デリカシーに欠けますよ、沢地さん」

「きみだって、せっかく駆けつけてきた恋人に、抱擁のひとつもしないじゃないか」

「こ、恋人って、俺のことですか、もしかして」

「他にいないだろう？」

　浩之は感激のあまり、卒倒しそうだった。

「──花火、終わってしまって残念だったな。間に合うかと思ってたんだが」

　沢地は浩之の脇わきを抜けて、防波堤の上に立つ。

　その手をゆるく引き戻して、浩之は沢地を宝物のように抱きしめた。

「好きです、沢地さん」

　この世の中の、誰よりも。

「知ってるよ、七瀬くん」

　沢地は軽く笑って、浩之の背中に腕を回す。

　そして踵かかとを上げると、浩之の唇に、風のようなキスをした。

　驚きに目を見開いた浩之は、いきなりきつく沢地を抱きしめて、触れたばかりの唇に、もう一度、唇を合わせた。

　当初の目的の邪よこしまな下心なんて、もう、どうでもよかった。初めての沢地からのキス、それだけで、全てが報われたような気がした。

「好きです、沢地さん……」

　囁ささやきながら、ちいさなキスを重ねてゆく。何度も何度もキスを重ねて、やがて浩之は深く求めるように舌を搦からめて、沢地の吐息ごと、抱きしめた。
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　カギを開けて玄関を上がるなり、

「お茶でも淹いれようか、七瀬くん」

　沢地が言った。

　土産の紙袋をいくつも両手に下げた浩之は、慌てて、

「あ、俺がやります」

「ここはわたしの部屋だ。第一、今は仕事中じゃなくてプライベートなんだから、特務も発揮しなくていい」

「はあ」

「荷物まで全部運んでくれたんだ、お茶くらい、わたしに淹れさせてくれないか」

「──では、ありがたく、お任せします」

　言いながら、浩之は居間のソファーにドサリと座り込んでしまった。

　さすがに、疲れた。

　夜明けと同時に目覚めたのではないかと疑いたくなるような沢地は、朝、ぐっすり熟睡中の浩之の上にドカリと体重をかけて、窒息死寸前まで追いやってから、

「七瀬くん、せっかく熱海まで来たんだから、芦あしノ湖こへ行こう」

　と、息も絶え絶えの浩之に言ったのである。

　箱根、ではなく、芦ノ湖、という限定が曲くせ者ものなのだ。

「──ゲホッ、けっこう、遠くないですか？」

「海賊船に乗りたいんだ、遊覧船の」

「ああ、三半規管、丈夫だったんでしたね……」

　それを証明してくれるのだろうか。「わかりましたから、どいてください」

　案の定、指定席を確保してある（それも、門限にやたらとこだわる沢地のために、十時前には自宅に到着できるように設定したのだ）帰りの特急に間に合うよう行程をクリアするのは、まさしく、時間との戦いであった。

　都心のマンションからハイヤーで熱海まできてしまう。なんてことを、平然とやってのけるこのお姫様は、いざとなれば帰りも同じことをするつもりでいて、浩之が必死に時間と戦っている最中も、マイペースを崩さない。

　だがしかし、それでなくとも往路のひとり分の料金を無駄にしているのだ。金のなる木を持ってるとか持ってないとかの次元ではなくて、ここにせっかくあるものは、きっちり使ってあげるべきだと、堅実な浩之は思っていた。

　おかげで、

「今日の俺おれは、ドッと神経疲労だ……」

　日曜毎のデートが、自由気ままの許される自家用車で、ホントに良かった。「金銭感覚の違いで別れるカップルも、世間には多いんだろうな」

　熱海からタクシーで芦ノ湖へ行き、湖を横断する遊覧船に乗り、箱はこ根ね町まちから桃とう源げん台だいに向かった。

「小学校まで、小お田だ原わらに住んでたんだ」

　デッキで風にあおられながら、沢地が懐かしそうに目を細めた。「たまに家族で出掛けると行き先は決まって箱根でね。わたしは白鳥の遊覧船がすごく好きで、ねだっては、よく、乗せてもらったんだ」

　それで、芦ノ湖に来たかったんですね。

「白鳥の遊覧船がなくなってしまって、残念でしたね」

「時代が移るのは、仕方ないさ。そのせいで思い出が、わたしの記憶から消えてしまうわけではないからね」

「今、ご家族は？」

「イロイロあって、バラバラなんだ」

「そうですか……」

「七瀬くんは？」

「うちは、両親と妹が、ずーっと鎌かま倉くらに住んでます」

「どうりで、横浜方面に強いわけだ。八景島はきみのエリア内だったんだ」

「でも、俺が子供の頃にはなかったですよ。あの人工島は、埋立ですし。沢地さんと行ったのが、初めてでした」

「すごく楽しかった。また、行きたいね」

「行きたいですね」

　海賊船が到着した桃源台から、ロープウェーで大おお涌わく谷だにに行く。

　濃い硫い黄おうの匂におい。長い石段の途中から、基礎体力不足の沢地の手を引いて上までのぼり、一個で七年寿命が延びる（らしい）名物『黒たまご』という、文字通り真っ黒な温泉卵を死ぬほど食べて、お互いかなりの寿命を確保してから、ふもとの大涌谷自然科学館に寄った。

　ほとんどが沢地の思い出のコースだ。

　日曜なのに、あまり人気のない自然科学館の、誰もいないフロアで、何かを耳打ちした拍子に、こっそり髪にキスをした。

　お土産に、沢地は売店でアンモナイトの化石を買った。

「そういうの、好きなんですか？」

　地球の歴史にも化石にも、浩之はさほど、興味はない。

「自分が誰から生まれたとか、先祖がどうだったとかと違う部分で、自分が何者なのか、そのルーツが、こういう物の中に潜んでいるような気がするんだ」

「アンモナイトに、ですか？」

「ずっとひとりでいるとね、自分がどこからきて、どこへ行くのか、何のために生きてるのか、無性に知りたくなることがある」

「うーん、哲学的だなー。俺も、ひとり暮らしですけど、そういうのって、ないですよ」

「七瀬くんらしいね」

　きみはアクティヴだから、感じてる暇がないんだよ。「尤もつとも、きみといると、わたしもそんなことは考えない。わたしがどこの誰でも、きみとここにいられることが、とても幸せだと思えてしまう」

「沢地さん……」

　どこからか、好きとか、愛しているとか、そんな言葉では表現しきれない深い愛いとしさが胸一杯に込み上げてきて、ついぞ感じたこともないその愛しさに、こんな感情を持っている自分に、当惑していた。

　沢地を、ずっと、大切にしてゆきたい。

　もしかして、世の男性の多くは、こういう瞬間に、プロポーズの決意を固めるものなのかもしれない。

　──確かに今日は、時間との戦いのような行程だったが、

「でも、悪くはなかったな……」

　しみじみかみしめていた時、電話が鳴った。

「済まない！　手が離せないんだ、七瀬くん、出てくれないか！」

　キッチンから、沢地が大声で言った。

「わかりました！」

　応こたえて、留守電の解除と同時に、受話器を外す。「もしもし、沢地ですが──」

「アツシ、オレだ」

　駅の構内かどこか、ひどく賑にぎやかな雑音の隙すき間まから、親しげに沢地の名を呼ぶ、低い男の声が流れてきた。「済まない、時間がないんで手短に言うが、昨日そこに、たぶん寝室に、カフスを落としたみたいなんだ。緑の石の。もし見つけたら、次に会うまで持っててくれないか。それじゃ、おやすみ」

　言うだけ言って、プツリと切れる。

「──何だ、今の……」

　何だ、今の。

　寝室に、カフス？

　いきなり生々しい想像が脳裏を駆け巡り、浩之はたまらずに、受話器をフックに叩きつけた。

「七瀬くん!?」

　トレイに紅茶をのせて居間に現れた沢地が、呆ぼう然ぜんと、浩之を見る。「どうしたんだい？」

　沢地の恋人が女性ではないと、どこかで浩之はわかっていた。沢地には、護まもられるように愛されている、特別な匂においがしたから。浩之がそうしているみたいに、その恋人も、沢地を宝物のように愛しているはずなのだ。

　だから、あの男が友人だとは、とても、思えない。

　取り乱してはいけないと、沢地に恋人がいるのは、もう、知っているのだから、だから、取り乱してはいけないと、何度も何度も言い聞かせるのに、どうにもならない。

　点滅を続ける『用件』のランプ。留守中のメッセージがあることを、知らせていた。浩之のまだ知らない沢地のプライベートが、そこには潜んでいる。

　再生したい衝動に一瞬駆られて、浩之はギュッと拳こぶしを固めた。

「突っ立ってないで、お茶、飲もう。ホラ、おいしそうに、はいっただろう？」

　促す沢地は、ソファーに腰を降ろしながら、「そんなに怒ってるところを見ると、いたずら電話だったんだ」

　名も知らぬ、沢地の恋人。

　学生時代から続いている、沢地の恋人。

「男からだった」

「え？」

「寝室に、カフスを忘れたって」

「まさか……」

「そんな露骨に顔色を変えること、ないだろう？」

　浩之は走るように居間を横切ると、寝室のドアを開け放ち、電気を点つける。

「七瀬くん！」

　慌てて追いかける沢地を無視して、明るくなった室内を丹念に見回した。

　ベッドの脇わき、絨じゆう毯たんの上に、緑色の塊が落ちている。

「なんだ……」

　苦笑して、浩之は沢地に視線を移した。「ゆうべ俺とは布団を一メートルも離して寝たくせに、そいつとは、同じベッドで寝れるんだ」

「七瀬くん……」

「──なんだ、沢地さん、俺を選んだんじゃなくて、両方取ったんだ。そのくせ、そいつとは寝て、俺とはキスだけか」

「違うよ、七瀬くん」

「そいつとも寝てないって言うのか」

「話し合っただけだ」

「寝室で？」

「違う」

「じゃああれは、いったい何なんだよ！」

「そんなことは、わたしが訊ききたい！」

「ふざけるな！」

　浩之はいきなり沢地を抱き上げると、ベッドに降ろすなり、のしかかった。

「七瀬くん！」

「俺ともやろうよ、沢地さん」

　シャツにかかる浩之の指を必死に押しのけながら、強引に唇を合わせようとする浩之から必死に逃れながら、

「やめてくれ、七瀬くん」

　細い声で、沢地が言った。

　──やっぱりだ。

　不意に動きを止めた浩之は、起き上がると、ベッドを降りて、ベッドの下のカフスを拾った。

「次に会うまで、持っててくれってさ」

　大粒の、天然石の、高級そうなカフス。

「そんな義理はない。どこかに捨ててくれ」

　乱れた呼吸を整えながら、気丈に応える沢地に、

「冗談。俺、弁償できませんから」

　浩之は苦笑すると、サイドテーブルにカフスを置いた。「帰ります」

「七瀬くん？」

　不安げに瞳ひとみを曇らせた沢地の、透けるように白い頰ほおにそっと手を添えて、

「悪かった。もう二度と、こんなことはしない」

　もう二度と、沢地さんに触れたりしない。「安心した？」

　沢地は黙ったまま、立ち去る浩之の背中を見つめていた。







　社員食堂で昼食を摂とっていると、

「七瀬くん！」

　トレイを手に、洋子が声をかけてきた。「隣、いい？」

「どうぞ」

「元気そうね、七瀬くん。バリバリに仕事、頑張っちゃって、別人みたいよ」

　先週までの落ち込みは、幻だったのね。

　からかう洋子に、

「そんなに俺、はつらつしてるように見えますか？」

「バッチリ」

　親指を立てる洋子に、浩之も笑う。

「だとしたら、石井さんのおかげかな」

「あら、そう？　ね、だったら、今度の日曜日、私につきあってくれない？」

「日曜、ですか？」

　浩之の脳裏を、沢地が掠かすめる。

　打ち消すように、

「いいですよ、恩人のためですから、どこへでもお供します」

　浩之は応こたえていた。

「嬉うれしいわ。若い男の子とふたりきりでデートだなんて、久しぶり」

「若いって──、有閑マダムみたいなこと言わないでくださいよ」

　面白い人だな、まったく。「だいたい、そんなに年、離れてないじゃないですか」

　集中管理課のデータによれば、確か、洋子と自分は、ふたつしか違わないはずなのだ。

「私ね、行きたい所があるのよ。ひとりで行くのも、女友達と行くのにも、ちょっと寂しい場所でね」

　浩之は、モヤシと油揚げの味み噌そ汁しるにのんびりと手を伸ばし、

「ディズニーランドですか？」

　口に運んだ。

「八景島シーパラダイス！」

　ぶ。

　危うく、噴き出すところだった。

「楽しかったって、うちの課の女の子たちが言ってたから、情報通を自認している石井洋子としては、これは外せないなと。──聞いてる、七瀬くん？」

　必死に味噌汁を飲み込んで、

「あ、聞いてます、聞いてます」

「行き方、わかる？」

「わかります。いいですよ、行きましょう」

「良かった。当日は、バッチリ決めてきてね」

「は？」

「七瀬くん、見栄えがいいから、連れて歩く張り合いがあっていいわー」

「はあ……」

　快活で、可か愛わいらしくて、小柄でスタイルも中々で、仕事もできてその上に、浩之の知るところでも何人か、ひそかに彼女を慕ってる人がいるというこの女性が、どうして未いまだに結婚していないのか、なんとなく、わかってしまった。「原因は、諸麦チーフと、このキャラクターだな」

「なあに、七瀬くん？」

「いえっ、何でもありません。当日、楽しみにしています」

　洋子はニッコリ笑うと、

「頼りにしてるわよ」

　浩之の背中を、バシンと叩たたいた。







　もう、土曜日なのにな。

　カレンダーを見つめて、沢地はそっと、息を洩もらした。

　この一週間、浩之はいつもと何ら変わりなく仕事をしていた。日曜の夜のいざこざなど、まるきりなかったかのように。

　もともと淡白なつきあいの自分たちは、仕事が終わってからどこかへ繰り出すでなく、どちらかが、どちらともなく、惹ひかれるように電話をかけあうでもなく、仕事にほんのりとプライベートな匂においを漂わせる程度の距離感で、続いていた。

　日曜日の誘いは、仕事にかこつけて、浩之が言い出す。

「沢地さん、国立美術館で特別展をするそうですよ。開催期間が終わらないうちに、観に行きましょう」

　デザインの参考になるかもしれませんし。

　白々しく、大義名分をつけて。

　なのに今週は、浩之は、何も、言い出さない。

　もしかして、ああも毎週欠かさずに出掛けていて、さすがにネタに詰まってしまって、行き先が見つかるまで誘うのを保留にしているからこうなっているのかと、楽天的に考えたりもしたのだが。

　今日は会社に詰めている浩之。あと数分で、定時の電話連絡が入るはずである。

　唐突に、電話が鳴った。

　ギクリと、胸が竦すくんだ。

「はい、沢地です」

「七瀬です」

「ああ」

「先生、何か、ありますか」

「あ……、別に、今のところは何もない」

「わかりました。何かありましたら、いつでも結構ですから、社へ連絡を入れてください」

「七瀬くん」

「はい？」

「──何でも、ない」

　浩之が日曜の話題に触れないから、沢地も、取っ掛かりを見つけられない。

「では、失礼いたします」

　電話が切れた。

　沢地は肩で大きく息を吐くと、

「──参ったな……」

　呟つぶやいて、その場にうずくまった。







　コーヒーを、グビリと飲む。

　からからに渇ききった喉のどに、液体がじんわりと滑り落ちてゆく。

　紙コップを持つ手が、小刻みに震えていた。

　トイレの脇わき、奥まった場所の、公衆電話と並んで設置されている自販機に背中をつけて、浩之は震えがおさまるのを、じっと待っていた。

　名前が、呼べない。

　似たような症状のあの時から、ちょうど一週間だ。

「前よりひどいぞ」

　おい、しっかりしろよ。

　情けないぞ、たかが電話の一本にこんなに動揺して。

「俺は、潔い男だからな」

　長いつきあいの恋人と、肉体関係がないなんて方が、どうかしている。沢地がそいつと何をしようと、浩之には関係ないことなのだ。すんなり納得できるわけではないが、それをとやかく言う程、自分だって子供じゃない。

　ショックだったのは──。

「思いっきり、拒まれたもんな、俺」

　勝負の答えなんか、簡単に出るものなんだ。「無意識に差別していること、きっと本人、自覚してないんだぜ」

　笑っちゃうよな、と、こっそり続ける。

　あと一歩を受け入れてもらえないのは、メンタルな部分だけではない。沢地は浩之と一線を越える気など、毛頭ないのだ。

「あの人って、華やかな外見に反して、遊べないタイプだよな」

　貞淑な、沢地。「こんな俺たちが恋人同士だなんて、ちゃんちゃら可お笑かしいや」

　何て言って、終わりにしようか。

　ここはちゃんと、先に気づいた俺が、引導を渡してあげるべきだよな。

「いつの間に俺、こんなに聞き分けの良い男になってたんだろ」

　自分を押しつけられないほど、大切な人に出会うなんて。「──最後くらい、気の利きいたセリフ、言いたいよな」

　浩之の栄転を、配置転換を、懸命に避けようとしていた沢地。

　少しでも長く一緒にいたいからと、そう思ってもらえただけで、充分だ。

「良かった、そいつと俺とどっちが好きかなんて、陳ちん腐ぷなこと、訊きかなくて」

　残りのコーヒーを一気に飲み干して、廊下に出た時、

「なんだ七瀬、ここにいたのか」

　通りかかった諸麦が、驚き混じりに足を止めた。

「諸麦チーフ」

　そうだ、彼の誤解も解いておかなければいけない。

「七瀬、英語、喋しやべれるか？」

「は？」

　唐突な質問に、浩之はキョトンと諸麦を見た。「あいさつ程度ならできますけど、到底ひとりでは海外に行けません」

「そうかー」

「どうしてそんなことを──」

「一応これは打診なんだが、七瀬、秋にニューヨーク、行かないか」

「いやですよ」

「大丈夫だ、ちゃんと英会話教室に通わせてやる」

「ってチーフ、それ、もしかして……」

「俗に言う、栄転ってやつだよ」

「…………でしたら、決定事項なんですね」

「どうしても嫌ならば、考慮の余地はある。だが、社長の心証を悪くするという、物騒なオマケがついている」

「──いきなり海外か、びっくりだな」

「七瀬が若いから、社長の冒険心をくすぐるんだろうな」

「ニューヨークということは、例の進出プロジェクト、ですね」

「そうだ」

「秋から始まるんだ」

「もちろん、行くのは七瀬ひとりじゃないがね」

「返事は、いつまでですか」

「早ければ早いほど。遅くても来週末までには、決めてくれないか」

「──わかりました」

「今は国際電話も安くなってるし、あいつは遠距離のつきあいには慣れてるから、なんとかなるだろう」

　独り言のように、諸麦が続ける。

「チーフ、その件でしたら、違いますから」

「え？」

　浩之はクシャッと頭を搔かいて、

「そんなんじゃないですから、俺と先生は」

　お気遣いいただき、ありがとうございました。

　一礼して、浩之は廊下を、集中管理課へと戻って行った。







「済まなかったな、せっかくの休日に呼び出したりして」

　しかも、社用で。「なにせ急に決まった接待で、こっちも当惑気味なんだ」

　待ち合わせた、横浜のホテル。豪華な造りのラウンジに、穏やかなピアノの調べが流れていた。

　外出時の必ひつ須すアイテムである黒いサングラスをした沢地が、ホテルの正面玄関に姿を現した時、通りがかりの人々が、ハッとするように沢地を振り返った。

　顔の一部を隠すと、造りの端正さが、より、強調される。

　沢地は、自分からは何も望まないから、人生の帳尻を合わせるように、神様があらかじめ、あらゆるものを沢地に持たせて世に送り出したとしか、思えなかった。

　こんなに長いつきあいで、よくぞ今まで、沢地の虜とりこにならずにすんでたものだ。

　改めて実感しつつ、

「しかし社長も無茶を言ってくれる。先方のたっての希望だからって、沢地まで同伴させて」

　諸麦が恐縮して言うと、黒いサングラスをかけたままの沢地は、優雅な動きで首を横に振り、

「気にすることはないよ諸麦、せっかくの休日なのに、これといった予定もなくて、どうせ一日中、ひとりで退屈してたんだろうから」

「そうなのか？」

「でもさすがに、ゆうべの、真夜中の電話には驚かされたな」

　口の端を歪ゆがめて笑った。

　──七瀬くん!?

　勢い勇んで、受話器を取った。

　諸麦にはそれだけで、わかってしまっただろう。

「初めて来たが、落ち着くね、ここは」

　日本一の高層ホテル。開港都市の横浜らしく、新しい試みをたくさん詰め込んだ、クリエイティブな建て物である。

　実物を初めて見たのは、浩之の車の助手席からの遠景だった。

「ケンカでも、したのか」

　諸麦が、そっと訊きく。

「何の話だ？」

　沢地は軽く笑って、だが、すぐに真顔になると、「さあ、わたしにもよくわからないよ」

「上條のこと、七瀬にはもう話したのか」

「いや」

「その、左目のいきさつは？」

「話してない」

「話せばいいのに」

「話すつもりではいたよ」

　時期が来たら。

「──もしかして、初恋だろう？」

「初恋は実らないって、本当か、諸麦？」

「さてね」

「──そうだよな、諸麦は、初恋が実ったクチだものな」

「それで、上條とはケリをつけたのか？」

「つけようとしたが、うまくいかなかった」

「しょうがないか。あいつがそうアッサリと、沢地を諦あきらめるはずがないものな」

「それどころか──」

　沢地が言いかけた時、ベルボーイが席にやって来た。

「諸麦様でいらっしゃいますか？」

「そうですが」

「フロントに伝言がございます」

「ありがとう。──話の途中で済まない、ちょっと行ってくる」

「ごゆっくり」

　諸麦は沢地の脇わきを抜けて、足早にラウンジを後にした。

　ひとりきりになると、いきなり周囲の話し声が耳に流れ込んでくる。

「けっこう、混んでるものだな」

　バブルの弾けた不況の時代。ホテルライフを楽しむゆとりを取り上げられてしまった人は、少なくあるまい。それでも、良いホテルは、客に愛されてゆくのだろう。「ここの仕事も、したかったな」

　ゆったりとしたソファー、すっぽりと体を包み込み、品質の良さをうかがわせる。

　背の高い観葉植物が衝つい立たての代わりになっている背後の席、数人のスーツ姿のビジネスマンが正面のエレベーターホールへ立ち去った後、

「良かった、すぐにあいて。ちょっとひと休みしましょうよ」

　入れ替わりに、若い女性の声が飛び込んできた。「さすがにインターコンチからここまで、けっこう歩くわよねー、七瀬くん」

　七瀬!?

　下品な行為と承知しているのに、よくないことだとわかっているのに、沢地は反射的に、聞き耳を立ててしまった。

「どうせ待ち時間をつぶすなら、ランドマークまで行きたいと言い出したのは、俺じゃありませんからね」

「別に、疲れてなんかいないわよ、私」

「またまた無理して。いいお年なんですから、強がりはやめた方がいいですよ」

「言ったわね！　ふーんだ、ちょっとばかり私より若いからって、ナマイキよ、七瀬くん」

　コロコロ笑って、「ね、ホテルからプラザに抜けられるの？」

「コンシェルジュで訊きいてきましょうか」

「お願い。でも、まだいいわよ。もう少し寛くつろいでいたいわー、ステキな座り心地ね、このソファー」

「そんなこと言ってると、目的地を目の前にして、一日が終わっちゃいますよ」

「そうだった。私たちの行く先は、八景島シーパラダイス！　クルージングで島に到着、一日のんびり遊んで、再びクルージングで帰ってくるなんて、ロマンティックよねー。デートにぴったりの、ステキなコースだわ」

「楽しいですか？」

「もちろん！　七瀬くんは？」

「楽しいですよ、もちろん」

「そうよね、私と一緒で楽しくないわけ、ないものね」

「しょってるなあ。でもまあ、そういうところ、好きですよ」

「ありがと。私も七瀬くん、好きよ」

「さて、行きましょうか」

「そうね」

　ふたりは立ち上がると、奥のコンシェルジュでもらった館内案内パンフレットを手に、プラザ方面に消えて行った。







「済まない、待たせたな沢地。伝言は先方からで、途中の高速で事故があったとかで、到着が一時間ほど遅れるそうだ。ついでに電話で、この後のスケジュールも全部一時間ずつずらしてきたから、やけに時間がかかってしまって──、沢地？」

「え？　あ、何だい？」

「どうした、顔色が良くない」

「どうもしない。お疲れさまでした、諸麦くん」

　おどける沢地に、諸麦はソファーに座りながら、

「サングラスしてる沢地、久しぶりに見たよ」

「ああ、この前の食事の時は、諸麦がマンションまで送り迎えしてくれたからな」

　必要がなかったんだよ。

「以前は、いつでもどこでもかけてたものな」

　目め眩くらましの、サングラス。子供に泣かれた翌日に、沢地の携行品になっていた。

「Ｔ．Ｐ．Ｏ．を弁わきまえるようになったんだよ」

　沢地は髪を搔かき上げて、「オトナになったろ？」

　組んだ足に頰ほお杖づえをつくと、そのまま視線を、大きなガラス窓へと移した。

「そうそう、どこまでだったかな、話」

「ん？」

「思い出した。上條だ。また何かしでかしたのか、上條は」

「ああ。──別れ話の後に、カフスと伝言を残して行ったんだよ。次に会うまで持っててくれ、だそうだ」

「上條らしいな」

　転んでも、タダでは起きない。それどころか、転んだ引き換えに、とんでもない代償をさらってゆく。

「おかげで、何かが狂ってしまった。隆介の伝言、聞いたのは七瀬くんだったんだ」

「七瀬が!?」

「きっと、軽けい蔑べつされた」

　沢地は視線を諸麦に戻すと、「でも、自業自得だ」

　皮肉に、口元を結んだ。

「沢地……」

「どうしてだろうな、肝心なところで、いつもうまくいかない。わたしはいっそのこと、この右目も隆介にくれてやりたかった。それでおしまいにしたかったんだ」

　なのに彼は、そうさせてくれなかった。

　死を決意した眼まな差ざしで、

『オレの目を移植させてくれないのなら、頼むアツシ、同情でもいいから、オレのものになってくれ。一生お前を、守らせてくれ。償って、生きたいんだよ』

　哀願したのだ。

　拒めば間違いなく、彼を追い詰めることになるのだろう。

　自分のために、命を落とした男がいた。──そんな、望みもしない過去しがらみを、一方的に、一生背負わされるのが、たまらなく重たかった。

　麻酔の切れかかった左目の穴がジクジクと痛みだしていて、病院のベッドの上、沢地は祈るような気持ちで、

『──仕方ないな』

　と、応こたえたのだ。

「そもそもケンカの原因が、沢地の取り合いだったんだものな」

　誰からも愛されていた沢地。『ともだち』として誰とも分け隔てなくつきあうから、友人の範はん疇ちゆうから抜け出したい連中が、揉もめ事ごとを起こした。恐ろしいほど過熱してゆくケンカに、危き惧ぐを抱いた沢地が慌てて止めに入って、あの事故に繫つながったのだ。

　そして、終幕の後、己の罪を盾にして、沢地を手に入れた上條隆介。

「七瀬くんには、きちんと隆介とのカタがついてから、話すつもりでいた。わたしは、彼を、わたしの過去に、巻き込みたくなかったんだ」

　きちんと清算して、身み綺ぎ麗れいになってから、名実共に、──心も体も含めたふたりのこれからを、始めたかったのだ。

「七瀬は果報者だな、こんなに沢地にこだわってもらえて」

　誰もがその位置を望んでいた。

　いや、もしかしたら、得られないとどこかでわかっていたから、あんなに切望していたのかもしれない。

「呆あきれてないか、諸麦」

「何を？」

「どうあれ、わたしは、七瀬くんと隆介と、二ふた股またかけてたことになるんだよ」

「そうだな」

　諸麦は膝ひざに手を組むと、「だが、責めはしないよ」

「どうして」

「だってお前、七瀬が初恋なんだろう？」

　自分から上條を求めたことなど、一度もなかったじゃないか。精一杯、上條に応こたえていたけれど、──いるけれど、お前が望んでいたわけじゃ、なかったじゃないか。

　だから、上條の渇望が、目に見えるようだった。

　永遠に報われぬ恋心。

　自らむごい道を選んでしまったのは、上條も、同じだったんだよ。

「上條が、沢地を諦あきらめてくれればいいのにな。そしたら──」

「ごめん諸麦、妙な話をして」

　遮るように沢地が言った。「もう、もう忘れてくれ」

　──浩之の、声だった。

　確認できたのは後ろ姿だけだったが、あれは、間違いなく、浩之だった。

　年上の、彼女。──そうか、よりが戻ったんだね、七瀬くん。良かったじゃないか。でも、ふたりで初めて出掛けた思い出の場所に、そこへ、その彼女と行くなんて、ひどいな、七瀬くん。

　だが、他の人とのデートに、絶対に八景島へは行かないなどと、取り決めを交わしていたわけではない。浩之がプライベートに、どこへ、誰と行こうと、沢地にとやかく言う権利はないのである。

「なあ諸麦、今からふたりで八景島に行って、遊ぼうか？」

「何だ、出し抜けに」

　熱海行きをキャンセルした時、浩之が烈火のごとくに怒って沢地に食ってかかった気持ちが、今ならば、わかる。

『俺が、沢地さんを好きだからですよ』

「でも、男ふたりで行くなんて、芸がないかな」

　届かない気持ち。

「沢地とふたりなら、悪くはないさ。ただし、接待の予定が入ってなければね」

　取り返せないような、不安。

「サラリーマンは辛いね、諸麦」

「お前にだけは、言われたくないよ」

「それはそうだ」

　沢地が笑う。

　つられて、諸麦も笑って、

「──追いかけなくていいのか」

　凍りついた、沢地の笑顔。

　知ってたのか、諸麦？

「どこへだ、諸麦？　八景島まで行けばいいのか？」

　追いかけて、それでどうすればいいんだ？

「八景島がどうしたんだ？」

　不思議そうに訊きき返す諸麦に、今の問いが比ひ喩ゆだったことに、沢地は気づいた。

「とにかく、このまま終わりにしてしまうのは、もったいないだろう？」

　諸麦に対してはっきりと、沢地との仲を否定した浩之。ふたりの仲を誤ご魔ま化かすために、ついたウソであって欲しかった。「沢地みたいな人間嫌いに、これから先、ここまで好きになれる相手が現れるとは、とても思えないからな」

「諸麦……」

「淡白な沢地は知らないだろうが、欲しいものは、自分で摑つかむものなんだよ」

「諸麦、でも」

　きっと、もう、手遅れなんだ。

「簡単だぞ。こう、手を出して、ギュッと摑めばいいんだ。そして、二度と離さなければいいんだよ」

「上條みたいにか？」

「そうだ」

「そんなことをしたら、七瀬くんを、苦しめてしまうかもしれない」

「沢地、苦しいんだ」

「──苦しくは、なかった」

「七瀬と出会うまでは？」

　──涙が、頰ほおを伝った。

「そうだよ、諸麦」







　こんなに、つまらない所だっただろうか。

　漠然と、浩之は、居心地の悪い違和感に囚とらわれていた。

「見て見てラッコよ、七瀬くん。可か愛わいいわねー」

「可愛いですね」

「あっ、ペンギン！」

『ペンギンって海鳥の仲間なんだって？』

「ねえ七瀬くん、ペンギンを見ると、何か思い出さない？」

「え？」

　ギクリと洋子を見下ろす浩之に、

「ガム！」

　洋子が言い放った。

「あ、──ああ、そう、ですね」

　いくら洋子が情報通でも、さすがにここでの浩之と沢地のやりとりまでは、知らないだろう。

「──おいしそうよね、この魚たち」

　アクアチューブの中で、洋子が言った。

「は？」

「私ね、料理の三枚おろしって、長いこと、意味がわからなかったのよ」

「はあ」

「骨の部分で一枚と数えるなんて、サギよね」

「俺、料理、よくわからないんで」

「いいわよね、男の人は。作れなくて当たり前。でもね七瀬くん、これからの時代、男も料理のひとつやふたつ、できないと、やっていけないわよ」

「そのことならば、俺も真剣に考えたことがあります」

　ふたりのうちどちらかが、取り敢あえず簡単なものでも作れれば、けっこう幸せな状態になるんじゃないかと、思ったのだ。

「まあ！　私、良い料理学校を知ってるから、紹介しましょうか？」

「いえ、もう、考えてないですから」

「残念ねえ、七瀬くんに料理、鬼に金棒なのに」

「石井さんに料理でも、鬼に金棒ですよ」

「あら、そう？」

　満更でもなく、洋子が微ほほ笑えむ。「よーし、今日のお昼は、お姉さんがごちそうしてあげる」

『いいよ。何が食べたい？　リッチな沢地先生が、ごちそうしてあげよう』

　ここへきたのは、もう二ケ月以上も前なのに、どうしてこんなに鮮明に、覚えているんだろう。

「──どうしたの、七瀬くん、ぼんやりしちゃって」

「えっ？　そんなこと、ないですよ。ちゃんと起きてます」

「美人な私を見て、しゃっきり目を覚ましてちょうだいね」

「ああ、目も覚める美人ってやつですね」

「大正解。──夕食も、ごちそうしてあげるわね」

　冗談を交わしている間に、いつのまにか、シロイルカの水槽を通り過ぎていた。

　シロイルカは相変わらず、人間から背を向けている。

　いや、違う。人間に背を向けているのではなくて、ただひたすら、群れ成す魚たちを見つめ続けているだけなのだ。

　だがどんなに焦がれても、シロイルカは魚たちの仲間にはなれない。例えふたつの水槽の仕切りがなくなったところで、温暖な海に生きる南国の魚たちと、北極の海に生きるシロイルカとでは、共に生活は営めないのだ。

「もともと、住む世界が違うんだもんな」

　沢地があの男と、どんな時間を積み上げてきたのか、浩之にはわからない。

　浩之は、一度は沢地と訪れた場所を巡りながら、徐々に気持ちが固まってゆくのを感じていた。

　こんなに鮮やかにあの時の沢地を思い出せるのに、存在が、ひどく遠いのだ。

　俺は、潔い男だからな。引き際だって、弁わきまえている。

　けれど、正しい選択とわかっているのに、なのにやはり、別れの決意は切ないから、

「行こう、ニューヨークへ」

　時間と距離が、浩之の決意を応援してくれるはずなのだ。

　そもそも、特務を受けた時からひそかに出世をアテにしていたのだから、つまりこれは、当初の予定通りで万々歳ってやつなのだ。

　そうだ、そうだ、そうだったんだ。

「そうだったんだよ、──忘れてたけど……」







　９




「国内にいて、アツシから会いにきてくれるとは、光栄だな」

　都心の、見晴らしの良いホテルの一室。日本滞在中の上條の定じよう宿やどである。

「すぐに仕事に出るんだろ。忙しいさなかに、押しかけて済まない」

「いいさ、そんなこと。それよりアツシ、上着ふくを脱げとは言えないが、ふたりきりなんだぜ、サングラスくらい外したらどうだ？」

　ソファーに足を組んで寛くつろぐ上條をよそに、立ったままの沢地は、

「これを返しにきた」

　カフスをポンと、上條に放った。

「おっと！　投げるなよ、高かったんだぞ」

「捨てるつもりでいたんだ、戻ってきただけでありがたいだろ」

「姫君はかなりご立腹と見た」

「誰のせいだ」

「オレは別れる気はないよ。その意思表示に、置いてきたんだろうが」

「どうしてそんなに、わたしにこだわる」

「愛してるから」

　即答した上條は、クスッと笑って、「ま、尤もつとも、オレは愛されてないけどな。それくらいは、素直に認めてやるよ」

「そうだね、愛してないよ。でも、少なくとも、嫌いじゃなかった。だが、このままでは、わたしは隆介が嫌いになる」

「嫌いどころか、いっそ憎んで欲しいくらいだ」

「隆介！　茶化さないでくれないか」

「茶化してないって。アツシ、愛憎ってあるだろ。愛と憎しみは、表裏一体。オレにとっては、憎まれるって、そういうことだ」

「──話にならないな」

「オレもそう思ってるよ。一方的に別れようと言われて、はいそうですかと引き下がれるか？　だったら、オレの気持ちはどうなるんだよ」

「わたしにはもう、隆介の気持ちを受け入れられる余裕はない」

「どうせオレを騙だますなら、一生騙してればいいじゃんか」

「何の話だ」

「不本意ながらであっても、オレの恋人になったんだろ。どうせ年に何回も会わないんだぜ、日本でアツシが何をしてても、オレにはバレっこないんだから、オレに隠れて、好き勝手していればいい」

「生あい憎にくと、わたしはそんなことのできるキャラクターじゃない」

「不器用だもんな、アツシ」

　仕事と恋愛すら、両立させられないほど。

　だから安心していた。

「アツシが浮気なんかするわけないって」

　大好きな仕事に夢中で、誰かを好きになるなんて、そんなことはあるはずがないと、洟はなにもかけていなかった。

「──どうして寝室なんかに、わざとカフスを落としていったんだ」

「お前の恋人に、宣戦布告するためだよ。いそうな気がしたから、カマかけたんだ。ま、効果はなかったみたいだけどな」

「わたしにきみ以外の恋人なんか、いないよ」

　今となっては。

「ウソつけ。オレを、拒んだくせに。初めてだよな、ベッドに誘って断られたの」

「そういう気分じゃなかっただけだ」

「いつだってそういう気分じゃなかっただろ！　お前ほどつきあいのいいヤツに、ついぞお目にかかったことがないね。恋人ならばこういうこともアリだから、義務を果たすべく、オレの誘いを受けてただけだろうが」

「それを望んだのは隆介だろう」

「そうだよ、オレが、望んだんだよ」

「文句を言われる筋合いはない」

「そうだよな、アツシはいつも、オレの望みを最優先してくれるよな。だったら、別れる気はないと何度も言ってるのに、どうして別れ話を撤回しないんだ」

「恋人はいないが、隆介より大切な人ができたんだ」

　失ってしまった現実を突きつけられても、浩之を想おもうこの気持ちは、どうにもならない。

「──そいつは、驚きだな」

「カマかけたんだろ？　気づいてたんだろ？」

「お前、オレのこと、大切にしてたんだ……？」

「どうしてそんなに驚くんだ？　そうだよ。だから誰とも、つきあわずにいたんじゃないか」

「ごめん、オレ、全然わかってなかった……」

「隆介？」

「だってお前、いつもオレに頼らなかったじゃんか。転んで差し出された手に、気づかぬふりしてひとりで立ち上がるみたいに、いつもいつも、オレには頼らなかったじゃないか。オレなんかいない方が、いっそラクだったろ？　愛はないけど義務は果たす。オレにしてみれば、そう言われ続けてるようなものだった」

「隆介……」

「そうか、オレのこと、それなりに、大切だったんだ」

　一方通行を作っていたのが、外ならぬ自分自身だっただなんて。

　メーテルリンクの永遠の教訓。青い鳥はいつだって、この手の内なかにいるものなのだ。──いたのだ。それなのに。

「馬鹿だな、オレ……」

　何も見えて、いなかった。







　デザインルームの電話が鳴った。

「はい、諸麦です」

「諸麦チーフ、外線二番です」

　交換の女の子が言う。

「ありがとう」

　短く応こたえて、二番のスイッチを押し、「お待たせしました、諸麦ですが」

「やあ」

「沢地！　どうした、元気にしてるか？」

「この前は、イヤな話を聞かせて、済まなかったな」

「こら、水臭いこと言うんじゃない」

「おかげで、終わったから、全部」

「全部って、何がだ？」

「隆介とは別れた」

「おい──」

「それから、大倉商事の仕事、正式に受けるよ、諸麦。今日から早速、取り掛かる」

「実にありがたいが、正直、胸中は複雑だよ」

「諸麦とロイヤルパークに行って、久しぶりにホテルの仕事をしてみたくなったんだ」

「そうか」

「しばらく、恋愛なんかしてられないよ」

「追いかけないのか？」

「他ひ人との恋こい路じを邪魔する奴やつは、って、言うだろう？」

「馬に蹴られてどうのこうのか？　それと七瀬に、どういう関係があるんだ？」

「偶然って、あるものなんだな。あの日、諸麦が電話連絡のために席を外していた間に、七瀬くんが年上の彼女連れで、ホテルのラウンジに来たんだよ」

「あのなあ！　どうしてそういう肝心なことを、今頃になって──」

「何ケ月か前に別れたと言ってた、年上の彼女だと思うんだ。きっと、よりが戻ったんだよ」

「沢地……」

「別れて初めて、逃がした魚が大きかったと、彼女が気づいたんだろ。七瀬くんはステキだからね、そう簡単に、彼より良い男に出会うわけがない」

「あのな……」

　この期に及んで、のろけるか？

「大丈夫、どんなことになっても、仕事には差し障りはないから」

　それとこれとは、別だから。

「やれやれ。七瀬は七瀬で、休み明けにいきなりニューヨーク行きを快諾してきたし、沢地は沢地で──」

「Ｔ企画には嬉うれしい限りだろう？」

「それはそうだが、なんだかねえ」

「贅ぜい沢たくだな、諸麦。これ以上、わたしたちに何を望む気だ？」

「笑うなよ。自分にも、よくわからないんだから」

「とにかく、隆介とのけじめをつけられたのは諸麦のおかげだ。ありがとう、礼を言うよ」

「礼を言われるようなことはしてないぞ、沢地」

「諸麦に話をしながら、気持ちの整理がついたんだ。隆介を改めて説得する気になったんだ。だから、諸麦のおかげなんだよ」

「そうなのか？」

「あ、チャイムだ。七瀬くんが来たらしい。またな、諸麦」

「ああ、またな」

　電話が切れた。

　諸麦は、だが、どうにも釈然としない心境で、受話器をフックに戻していった。







「やあ、いらっしゃい」

「あ、お邪魔します」

　ペコリと一礼して、浩之は居間に足を進める。

「七瀬くん、ニューヨーク行き、承諾したんだって？」

　仕事部屋のドアを開けながら、沢地が振り返った。

「え？　あ、はい」

「いつから？」

「秋から、です」

「そうか。栄転、おめでとう」

「でもまだ、正式な辞令が出たわけじゃありませんから」

「きみの栄転に花を添えられるよう、わたしも大倉商事の仕事、頑張るからね」

「あの、では」

「今、諸麦に電話で、正式な返答をしたよ。確か期間は、向こう三ケ月だったよね」

「はい」

「短い間だったが、楽しい時間をありがとう、七瀬くん」

「沢地さん……」

「引き継ぎ用の書類は、そこにまとめてある。確認したら、社へ持って帰ってくれ」

　沢地は、応接セットのガラステーブルに置かれた大判の茶封筒を指さして、「質問があったら、遠慮なく声をかけてくれよ」

　言い置いて、仕事部屋のドアを閉めた。

　浩之はソファーにゆっくり腰を下ろすと、茶封筒を引き寄せて、書類を抜き出す。

「さっきのって、別れの言葉ってやつかな」

　自分から言い出すつもりだったのに、先を越されてしまった。

　書類をぼんやり眺めながら、

「どうして、先を越されたんだろう」

　ふとした疑問に、囚とらわれる。

　このところずっと、自分が沢地に対して他人行儀な態度をとっていたから、勘の良い沢地に、浩之が沢地と別れるべきだと考えていたのを気づかれたのだろうか。だから先回りしての、あの発言に結びついたのだろうか。

「あり得るな」

　もしくは、ベッドに押し倒すなどと、いきなり不ぶ躾しつけな態度を取った浩之に興が冷めて、浩之が距離を作ったことをこれ幸いと、別れのセリフとなったのだろうか。

　それも、あり得る。

「もしくは、自分がどんなに昔からの恋人を愛していたか、急に自覚するようなことが起きて、機に乗じての、展開なのかな」

　それだって、可能性は充分にある。

　だが、理由なんてこの際、何だって良いはずだった。これで晴れて、浩之の思惑と現実が合致したのだ。無事に、沢地を自分から解放してあげることができたのだ。

「やっと俺おれたち、ふりだしに戻れたわけだ」

　沢地と恋愛するために、特務になったわけではない。沢地と仕事をするために、浩之は特務を引き受けたのだ。

　なのに、どんなに書類を眺めていても、ここに何が書いてあるのか、理解できない。字じ面づらは目に入ってきているのに、内容が、理解できない。

「動揺するなよ、ばか」

　ちゃんと内容を把握しておかなければ、引き継ぎができないじゃないか。伝達役は、外ならぬ、自分なのだから。

　と、電話のベルが鳴った。

　浩之はハッと電話を振り返る。

　瞬間、あの男からかもしれないと、思ってしまった。

　硬直したまま動けないでいると、三回目のコールで、仕事部屋の沢地が子機を取った。

　子機受信中のランプを灯ともしたままの電話。数分後、いきなり仕事部屋のドアが開いて、呆ぼう然ぜんとした表情の沢地が、手にした子機を、浩之に差し出した。

「な、何ですか」

　バクバク、バクバク、心臓が煽あおられて、息が苦しい。

「きみに、代わってくれって」

　緊張で、胸が、痛い。

「──どなたから、ですか」

「諸麦だ」

「チーフ!?」

　浩之はいきなりホッとして、「もしもし、七瀬ですが」

「七瀬、年上の彼女って、石井くんのことだったのか」

「は？　いえ、石井さんとは、つきあったこと、ありません」

「さもなくば、以前につきあってたとかいう女性と、よりが戻ったのか」

「いいえ、彼女、年内に婚約者との挙式が決まってますし、俺、誰ともつきあってないですよ」

「だったら沢地の誤解を解いてやれ。せっかく七瀬のために過去を清算したのに、くだらない誤解のせいで、いもしない彼女のために身を引くことはないよな」

　え？

　浩之は、沢地を見上げる。

　キーワードは八景島。

　出し抜けに沢地が二度も口にした八景島と、休み明け、石井洋子からもらった八景島土産。年上の女性、それから、七瀬。

　とりたてて興味はなかったから、土産を渡された時、諸麦は洋子に、誰と八景島に行ったのかなどと尋ねもしなかった。もちろん、隠す必要もないのだから、改めて諸麦がその件を尋ねた時、洋子はあっけらかんと、

「七瀬くんと行ったのよ、とても楽しかったわ」

　と応こたえたのだ。「次はあなたと行きたいわ、卓」

　──それはともかく、諸麦はダッシュで最寄りの電話に走り、沢地にこの事実関係を説明したのだった。

「つまり、どういうこと、なんだい？」

　呆ぼう然ぜんと、沢地が訊きく。

　浩之は子機をガラステーブルに置いて、

「沢地さんこそ、過去を清算したって、何なんですか？」

　沢地はへたり込むように浩之の隣に座ると、

「きみこそ、彼女でもない女性と、どうして八景島に行ったりしたんだ」

「沢地さんを忘れようと思ったからですよ」

「勝手に忘れたりしないでくれ」

「だって、俺を拒んだじゃないですか」

「拒んだわけじゃない、けじめをつけるまで、次に進めなかったんだ」

「そんなの、言ってくれなきゃわかりませんよ」

「言えば、きみを面倒なことに巻き込むとわかっていたから、言えなかったんだ」

「わかりました。それは許しますから、俺によこした別れの言葉、撤回してください」

「いやだ」

「どうしてですか！」

「八景島に、きみ、わたし以外の人を連れて行った」

「あれは、不可抗力だったんです」

「楽しかったんだろ、そう言ってたね」

「確かに言いましたけど、──どうしてそんなこと、知ってるんですか」

「ロイヤルパークホテルのラウンジで、きみたちの隣のコーナーに、観葉植物を挟んで、わたしが座っていたんだよ」

「そんなでき過ぎた話──」

「ステキなデートコースだと、彼女が言ってた」

「──訂正しておきますけど、あの人は入社以来ずっと、諸麦チーフを追いかけてますから。俺なんか、眼中に、ないですから」

「人の気も知らないで、ヘラヘラ笑って」

「ヘラヘラなんかしてませんよ。いい加減、俺の説明、納得してくれませんか？」

　お願いですから。

「──きみが女性と、わたし以外の誰かと八景島に行ったことが、すごく、──ものすごく、ショックだった。いや、ショックを受けた自分が、ショックだったんだ」

「沢地さん、それって……」

「いつの間にか、きみはわたしのものだって、そう、思い込んでいた。きみを失うことがあるだなんて、万にひとつも思ってみなかった自分に気づいて、──ショックだったんだ」

　その眼まな差ざしに、自分以外の誰かが映るなんて、永遠にあり得ないと思っていた。

　勝手に思い込んでた自分が、悲しいくらい滑こつ稽けいで。

「その上きみは、わたしの左を守ると言っておいて、日曜日、わたしをひとりにした」

「あ、あのですね……」

「そんなウソつきには、──七瀬くん……」

　沢地は、浩之の首に腕を絡めて、肩口にきつく額を押し当てた。「もう取り返しがつかないと、そう……」

　沢地の肩が、震えている。

「俺も、そう思ってました」

　浩之は、柔らかい沢地の髪にキスをして、薄い背中をそっと抱きしめた。「やっぱり俺たちって、類友だったんじゃないですか」

「一緒にしないでくれ」

「きっと同じこと、考えてましたね」

「一緒にするんじゃない」

「良かった」

　浩之は沢地の体を引きはがすと、涙まみれの顔に顔を寄せて、ゆっくりと唇を重ねた。

　何度も何度もキスをしながら、

「もう、解禁ですか？」

　浩之の問いに、沢地が頷うなずく。

　ソファーに沢地を押し倒し、

「抵抗しても、やめたりしませんからね」

「それはかまわないんだが、七瀬くん」

「はい？」

「きみ、まだ仕事中だろう？」

「は？」

「わたしも、仕事中だ」

「はあ」

「続きは、退社後だね」

「──それ、遠回しに俺を拒んでるんじゃないんですか」

「終わったら、ここに来ればいい」

「沢地さん……」

「歯ブラシくらいは、用意してやる」

「沢地さん、リッチですもんね」

「そうだよ、七瀬くん」

「それに比べて、俺ってホント、お買い得ですよね。歯ブラシ一本で、買えちゃうんですよ」

「だからもう、どこにも行かないでくれ」

「──沢地さん……」

「ニューヨークへ行ってもいいから、心はここに、残していってくれ」

　沢地の唇が、ゆっくりと動く。

　愛してるんだ。

　音のない告白に、浩之は大きく、頷うなずいた。

　頷いて、

「その代わり、少しは、聞き分け良くなってくださいね」

　わからずやの、浩之の恋人。「愛してますから」

　ずっと、ずっと、愛しているから。







〈初出誌〉

本書は、一九九二年三月、八月、吉祥寺俱楽部発行の本に掲載された作品へ加筆訂正されたものです。
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